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長がさかんである個体があると，鶴斐木を田到して大小

の差がはげしくなる傾向がある。また鯵木の根が|蝿妾

木の根と癒着して，養分や水分を搾取するという説恥あ

る。したがって，おおきさだけでエリートをえらぶこと

には不安がある。

司 れに反して，形質は遺伝質との関係がいつばん
､－． に密倭である。従来は形質がすぐれているもの

を優良品種と呼ぶのが普通であったが，最近には形質よ

りも戊晨量におもきをおく傾向がいちじるしい。すなわ

ち不良品種といわれているク画ジンを，このんで造林す

る人がある。またパルプ材･としては，心材がすぐないア
． カマッが望まれ

森霊蛮巴難霧弾く鑿鬘蕊：
は，エリートすなわち精英樹の選抜であって，エリーI、

の話をしないと，紗喋技術春でないようにいわれそうで

ある。

ところが,・どういう標準でこれをえらぶか，またどう

して造林に活用するかということには問題がおおい。

糯英樹はエリートの訳語であると思う。静典に朧精鋭

という辮字はあるが,糠英は見あたらない°佐藤敬二謝受

が｢林木育種｣に使っているのが,古いほうであろう｡エリ

ートとプラスツリーとをおなじように使っている学渚も

あるが，母織休と

して理想に近いよ

うな優良林分をプ

ラス林分といい，

個凌の僅良樹をエ

リーリ､(縦英樹)と

呼ぶことにしたら

どうであろうか。

候捕樹と精英樹

とを区別している

る。要するに，優

精英樹について
良不良は林業家の

立場すなわち生産

，☆ ・の目的によってち
がうことがある。

中村･賢太郎 一 エリートとし
て，量と質とのど

（30.6.18受理） ちらにおもきをお

､今

くかは，古くから

諭磯されているが，成長がどれだけ早くても，形質が極

端にわるいアバレギはエリートでないし，また形質がす

ぐれていても，成長があまりにおそいものは，やはり資

格がない。しかしながら，「天二物を与えず」といわれる

ように，すべての条件を備えているものはまれである。

実際には形質は判定がむずかしい関係もあって，識戒的

に計算できる成長量が基準として採用されているように

見える。直径や材積が何割かおおきいことは，エリート

として「望ましい条件」であるとしても，「絶対にかく

ことができない条件」ではない。常識的に「必要な条

件」であるとしても，この条件を承たさないエリ戸卜が

あってもさしつかえない◎な論成長量だけが「十分な条

件」でないことはもちろんであって，形質や病虫害など

を撫討することを忘れてはならない。

要するに，すべての条件を象たす個体がないとすれば

成長が早いもの，形質がすぐれているもの，やせ地に適

するもの，寒さや病虫害などに対する抵揃生が強いもの

などを，別灸にえらぶことも必要になる。すなわち性質

がちがったエリ－1､をえらびだし，これらをかけあわせ

て，いろいろの条件を象たす新品種をつくりだすことが

最終の目的である。

古くからサシキを実行している地方にある，いわゆる

既成品種は，その長所も短所もよくわかっているのが普

通で，掠業家は希望の品種をえらぶことができる。たと

えば鹿屋営林署のハライカワスギ（祓川杉）はスギタマ

バエの害がすぐないということで，近ごろ南九州にスギ

例はあるが，瀕議のエリF-トは次代検定がすんでいるこ

とが必要であるから，現在精英樹と呼ばれているものは

すべて候補樹である。しかしながら，候補樹がえらばれ

ると，次代検定がすまないうちに，サシキナエやミショ

ウナエを大量に生産しはじめるから,候捕樹と呼ぶこと
も適当でなく，これを糟英樹と呼ぶのが菅通である。便

法としては，担当区員や林業普及員などがえらんだもの

を候補樹といい，試験場その他の専門獅荷員が認定した

ものを精英樹として登録することにきいたらどうであろ

うか。

現在の選定雲焦は，すでに知られているから，ここに

述べる必要がないと思うが，成長量を基礎として選抜す

ることになっていて，形質は参考とするにとどまる。す

なわち画蚤や材積が'鑑iくにくらべておおきいことが，

必要な条件であると考えられている。しかしながら，直

径や材質はかなり変異がおおきいから，成長量を比較す

るぱあいには，むしろ樹高を基準としたらどうであろう

か、

隙鑛木に対する比率が尊重されているが，遺伝的の素

質がすぐれている個体がたまたま集まっているばあいに

は，その差がわずかであっても，エリートといえること

があるのに反して，遺伝質がわるいものの中にある候補

樹は，トリなきさとのコウモリであるかも知れない。な

お成長量は偶然に支配されやすく，変異がはなはだしい

から，あてにならないばあいがある。た菫た寮劫時の成
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中村：精英樹について

の成長がわるくなるばあいもあるから，伐期平均材涜戊

長量が確実にわかるのは遠い将来になる。そればかりで

なく，成長麓は地位に支配されるほか，気象や生物によ

る偶然の被害や造休保育の方法などによっても，かなり

ちがう。すなわち気候や士錘の性質によって，品種の優

劣が反対になることがめずらしくない。

要するに，遺伝的の素質がすぐ．れていることを証明で

きるのは数10年後であるばかりでなく，ある林地では

適当であるのに，別の林地では適当でないぱあいがある

から，エリ戸トの決定は容易な仕琴でばない。なお福田

孫多氏は識木が劣勢木であるのに，サシキナエが優勢に

成長することがあると述べている。

サシキ⑳慨あいでさえ，これほどやっかいな問題があ

るほどで，ミショウのぱあいにはさらに面倒である。林

､木育種にかんするもつともおおきい障害は，遺伝的の素

質がすぐれているかどうかを，簡単にたしかめる方法が

ないことである。

したがって，エリF・ﾄを遡友できたからといって，た

だちにその効果を斯侍すること臆できない。

L鮭雛:誌驫纂鰯懸驚
きい。

育種は集団選抜から個術遥抜へ進むのが謝鼠である。

育種が進んでいるといわれる農作物では，最初は収騨吻

の品痩を準し，その収量をますことを目標として，集

団選俊をおこなうのが普通で，特定のすぐ・れた個体をえ

らびだして，これをふやすことは比較的あたらしい。

これに反して，わが国の搾繕では，天然蝉iのぱあい

には，まず価値が高い優良樹をきって，のこされた不良

母樹のタネが発芽して制地を支配するようになる。人工

造林のばあいには，さらにいっそうその興箸がはなはだ

しく，不良燭樹のタネを集めている不安がある。すなわ

ち優良母樹のタネをとるには多額の経菱を要するにかか

わらず，タネの市価はお鏑むねその半分以下であること

は若くしてたくさん結碧芦る不良母樹のタネが碇蒐され

ていることを間接に証明している。

東京大学千葉県演習林には，いわゆるヨシノスギの造

林地がおおいが，およそ100年生以上のスギ林は母樹と

して優秀であるのに反して，明治以後の造休地にはf罰勧

として適当でないものがある。すなわち鍵昔には若くし

てたくさん結実するものがおおく，その苗木は幼寿の成

長は老醗徴の苗木よりもさかんであるが，若いうちから

開花結実がさかんになって，早くから成長がおとろえる

ことがある。すなわち江戸時代には優良抹分のタネを使

って造林したのに，明治になってからは，造林の面積が

増加してタネの需要がふえるにしたがって，ヨシノスギ

タマパエが発生しているだけに，重渓な品種である。

近ごろは，幼壮時の成長がさかんであるエリートをさ

がしている人がおおいが，あたらしい品種は，将来欠点

があらわれる媚それがないとは保証できない。

スギの育種のために，全生涯をささげた福田孫多氏は

千葉県にあ尋持山へ,主としてサンブスギ(山武杉)を

うえているばかりでなく，サンブスギの造休を推奨して

いることは当然であると思う。すなわち次代検定がすん

でいない新品種の将来には，いくらかでも不安があるの

に反して,既成品種は造林成績をぼぽ正確に擢這できる。

林蕊鰯蕊憲辮‘鰯霧讓
リートでも，そうざらにある錘ものでない。福田孫多氏の

天心の親木は評判がよいが，わたくしは静岡県の瀬尻国

有林と，青森県大鰐営搾書の虹貝参考林とで，一本ずつ

エリ－1､らしいスギを見た程度である。山脈の5月号に

はエリートといえそヌな，りつぱな写真がでているが，

その遺伝質がすぐれているかどうかをたしかめるには，

次代検定が必要である。

ところが，次代検定には問題があまりにおおい。

一部の学昔や技術者が垂屋するように，桟葉の特徴に

よって遺伝質がわかるならば，きわめて簡単であるが，

職沐の樒致は一本づつちがっているばかりでなく，「他

人のソラニ」といわれるように，見かけだけがよくにて

いることがあるから，漉護によって識別された，いわゆ

る品種ほどあてにならないものはあるまい。福田孫多氏

でさえ，相生を天心とおなじであると考えて，第二天心

と呼んだことがあるが，両者のサシキブーエはいちじるし

くちがうという。

サシキのぱあいには，鏡木とおなじ遺伝質をもってい

るから，次代検定は実行しやすい。それにしても，壮令

以上の親木のぱあいには，サシホのとりかたによって，

発擬伏態および成長壁がいちじるしくちがうことがあ

る。ポプラは幼時の成長が早く,優劣がわかりやすいが，

おなじ品種でもサシホのふとさや土蕊の性質などによっ

て，成長量がおどろくほどちがうことがある。

､血州地方におけるスギの優良品種では，おなじおおき

さの樹木から，によりのサシホをとるためであろうが，

あたらしい齢地が感心するほど一斉にそろって成長す

ることが，いちじるしい罰である。そうでないぱあい

には，おなじ母樹のサシキナエでもふそろいになりやす

いから，“な次式験定は実行できそうもない。ところ

が，おなじような母樹から，によりのサシホを集められ

るようになるにほ，20年ぐらいかかりそうである。

しかも，成長のよしあしがわかるには，それからさら

に30年以上を必要とするばかりでなく，また壮令以後
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中村：精英樹について
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エリ－1､を選抜するとしても，造林上の効果があらわ

れるのは，かなり遠い将来である。たとえば富山采のポ

カスギは，成長が早いといわれて，各地へ造林されてい

るが，富山県下でも不成績地があるということで，他府

果での造林成績は予想しかねる。熊本県のクモ1､ウシ

（ウンツウ，雲通）朧武薩品雄氏がえらびだして，すで

に実用化されているが，ほかの地方での生育状態は未知

数である。福田孫多氏が選抜した新品種はまだ実用の域

に達していない。

エリートのサシキナヱをふやして，すぐれたあたらし

いクローンをつくったり，エリートのツギキナエをした

てて鏑重園をつくることは，将来の造林のために努力し

なければならないことはも魁ろんであるが，エリ－1､を

えらぶだけで，その目的を達せるものではなく，とれを

ふやして次代検定をおこなって，遺伝的の素質がすぐれ

ていることを，実際に証明するには，おおくの年数と多

大の苦心とを必要とするばかりでなく，ぱあいによって

成績がちがうことが考えられる。すなわち，次代検定の

結果がまちまちになって，どのク戸一ンがすぐ･れている

かきめられないため，たくさんのエリ戸トがえらばれて

あたらしい品種がつくられても，瓶話Lがはな幟だしくな

るだけで，増産の効果は，過去の母樹林さわぎとおなじ

ように評判だおれになる不安がある。

要驚鰯塁鱸鰯麓穐巽
あるのに反して，不良剛徴をさけて，優良母樹から造休

材料をあつめ，とくに長所がいちじるしい既成品種をふ

やすことは，はなはだじみではあるが，現在ただちにそ

の効果があらわれる。ただし，ここでいう品種は，形態

のI識でわけた植物学的のいわゆる品種ではなく，経済

上すぐれた長所をもっている造林学的の品種である。

わが国の林木育種がたちおくれているという人がある

が，それば育種にかんする試験研究であって，九州地方

その他におけるテシキによるスギの品種改良は世界でも

つとも〕峰験している。i鄙収上もっともたちおくれている

のは，造林用のタネのえらびかたと，天然林の加諜とく

に択伐木のえらびかたとである。スギのエリートを選抜

して，わが国の長所をさらにのばすことも望ましいが，

まず短所をのぞくことが急務である。

育種の効果を高めるために重要であるのは，たくさん

のエリートをえらびだすことでぱなく，えらびだされた

エリートの優劣を比較検討するために，計画的に次代検

定をおこなえる識茨研究の機関をつくることである。

育種の刺究所ができなければ，苦心してエリートを選

抜したおおくの人盈を失望させるばかり鰍く，造林に
かんする効果を期待することができない。

一

と称する，不良母樹のタネが全国にひろまったようであ

る。すくなくとも，東大の演習林には遺伝質にいちじる

しい欠点があるヨシノスギの造櫛地があるから，成績が

わるい造休地のタネを使うことははなはだ危険である。

またかかる赫地でエリF-トをえらぶことは適当でない。

羊惑絢肉という。1､ワザがあるが，稀業用のタネはその

適例であって，吉野地方の瞳良造林地のタネと称して，

若くしてたくさん結実する不良餓封のタネを販売した悪

徳商人があったと御象される。すなわち，いわゆるヨシ

ノスギと称する鋤地には，遺伝質に重大な欠点のある

ものがおおく，そのタネは集めやすいばかりでなく，育

苗成績がよいだけに，いっそう警戒を要する。

ともかく，農業ではすこしでも優良なものを選抜する

ように努力しているのに，剃葉でば選抜が正反対の方向

におこなわれて，遺伝質がわるいものを造林材料として

使っていることは明らかである。

ヨ戸口シバでは，材業でもかなり古くから集団選抜に

努力して，すぐれた母瀧淋のタネを使っているから，さ

らに一歩を進めて，エリートを個体的にえらびだして，

進鋤成績をよくしようとすることは当然である。
これに反して，わが国では不良母樹のタネを使って造

林しながら，エリートの週友をさわぐことは，あまりに

おおきい飛躍であって，はなはだしい矛盾である。

天欝:鑑懲も鰯辨鴬撫
外諒資が残っていゐのに反して，ヨーロッパでは価値の

高い優良樹が主体になっている。

わが国の澗譲は，ヨーロッパにくらべると，いちじる

しくたちおくれているが，スギ・ヒノキの造林ほ世界で

もっとも進歩しているもののひとつであって，とくにサ

シキによるスギの陥種改良ほど発達しているものは外国

にはなく,､林木でク面一ンがつくられているのはスギと

ポプラだけであろう。

わが国の民有林におけるスギの育種の鍵伏を識識する

ことなく，外人に教えられてエリートの選抜をさわぎだ

したことは，ものわらいのたれであるが，育種の蚕菱菖性

が知られるようになると，天然更新のばあいに，母樹と

して望ましい優良樹だけをきりのこすばかりでなく，人

工造林のばあいにも，つとめて優良母樹のタネを集める

ようになり，さらにサシキがさかんになることが期待さ

れる。

かつて，母樹林の選定がさわがれたことがあって，か

なりたくさんのりつぱなf罰鋤休が指定されたが，母樹林

からタネを集めて，遺体成績がよくなったという話をき

いたことがない。いつばんにタネの璽池や母樹林がわか

って･いる造林地はまれである。

鐸

＝

6．
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中村：精英樹について
p

現在エリートとか精英樹とか呼ばれているものは，あ

くまでその候補樹であって，その過債的の素質がすぐれ

ていることを証明するに肱,専門の研究所が必要である。

エリートの候補樹をえらびだすことはそうむずかしく

ないが，次代検定をおこなって遺伝的の素質がすぐれて

いることを厳密に証明することは不可能に近いほど困難

である･それなのに，造林用のタネを吟味することを忘

れて，エリ－1､さがしにムチュウになったり，エリート

の鍵を奨励しながら，林木識刷擁所をつくる謬窪が

高まらないことは，いかにも日本人らしいやりかたであ

る。

女 献

岩川盈夫（1954）品種の改良，中村贋太郎編，これからの
林業経営23～33.

岡田尋皷K (1955)精英樹選抜による林木育種（附.林野庁

の「瀞英樹選抜による育種計画）北方林業会（札幌市豊平5

条ﾕ3丁ﾛ）．

佐藤正左右（1955)林木育種と母樹林の取扱方北方林業

73号2～4．

千葉茂（1954)精英樹の選抜による青菰と育菰に関する

諸問題承どり（名古屋営赫局）6巻3号141～174．

中村賢太郎，佐藤夫上郎，郷正士(1952)スギの母樹が

子苗の開花結実並にその生長に及ぼす影靭（第3報）東大演

習緋報告43号39～“

村上誠一（1955)精英満のえらび方について曲脈(前橘

営林局）昭和30年5月号7～14．

柳沢]MM# (1955) I､ドマツ，エゾマツの繍災樹逸抜北方

林業会（前出）
《
》

◇ー一一～~~ハーーーーーーアーーハー～一~壼云一ハーーハグ、

側のすそは土をのせて押え，南側は地上1～2寸あけ

ておく。

6．ビニール押え風でビニールの飛ぶのを押え葱ため
に割竹を下骨の上の処にあて，その両端を挿しこんで

おく。

7．管理夜冷えこむ時は莚をかけてやり，4月上旬頃

になって，ビニールの内部が高温になる時には，南側

を5～6寸あげてやる。なお床面の乾いた場合の潅水

や除草を行うことは申すまでもありません。

（林野庁研究普及課・小野陽太郎）

質:………;応:……疑:_……_僧;答耳

■

ﾛ■■■■画■■画両面■､目

問苗畑の播種床にビニールを利用してみたいと思いま

すが，その使用方法についてお教え下さい。

（新潟県荒川町・宇佐美登）

答養苗の場合のビニールのかけ方は，カマポコ形のト

ンネル式がよいと思いますので，次にそのかけ方を述

べることとします。

1° かける時期普通のタネまき期より半月位前。

2． ビニール信用あるメーカー製のナシ地ピニ戸ルで

厚さ0.1mm巾4尺5寸ものがよい。

3．床作り 巾3尺--3尺3寸の上げ床を作り，予めタ
ネをまいておく。

＄

× ××

問 「林業技術j158号39頁質疑応答棚「苗畑に対する

土壊消毒並にネキリムシ駆除のため=硫化炭素使用に

ついて」の解答にD－Dは薬害のおそれがあると雷か

れているが，クロールピクリンと＝硫化炭素の薬害の

ことについて全く濁れておられないが，これもD－D

同榛樹苗に対し薬害があるのではないかと思います

が，この点御教示下さい。

（山口県林務部造林課・笠井定雄）

（
】
『

I 答クロ声ルピクリンによる倉庫照蕪では，水分の多い

作物，生果実等には鶏害のおそれがありますが，:普通

に土鯛騨蒸をするための使用量では，薬害のおそれは

殆んどありません。しかし，薬害の発生は条件によっ

て，起る場合が考えられますから，施用後1週間ぐら

い経過してから癖叉は，植付を行って下さい。二流

化炭素でば，薬害を考える必要はありません。

（林試保護部・昆虫研究室）

'W"〃

4．竹骨長さ8尺位の割竹を，間隔3尺毎にまき床を

またいでア戸チ形に，その両端を挿しつける。この場

合，アーチの頂部を床面から1尺5寸位にし，更に補

強のために横竹を，頂部の内側に縛えておく。

5．ビニール覆いビニールを，この竹骨の上にのせ北

哨
4－

1
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アメリカにおける小森林分析の方法と

林業経営指導の紹分
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寡によって伐採木の撰定を直ちにやってのけるというや

り方は，真に実用的であるというほかなく,､これは我を

も大いに学ばなければならない点であると思う。調査す

る人によって森称の評価がちがい，また見る人によって

経営方針が根本的にぐらつくような日本の指導のし方と

は異なって，はるかに一挺性があり，またもつと直識的
である。

このようなアメリカの林業指導のやり方が，直ちに日

本でも行い得るとば私は考えないが，一般の森林所有者

ことに零細な小森林にとってこのようなやり方のほうが

親切であり，また速効的でもあろう。日本の林業経営指

導もこの方向に一歩でも近付くことを希って私ば，敢て
この記事を紹介することにした。

断っておきたいことはこの記事を紹介ﾂｰるに当って，

翻訳の形式をとらないで，あたかも私が十分に知ってい

るような表現を用いたことである。それは原文のままで

は不必要な事項もあり，様式なんかも簡単にすぎて却て

解り難く，かつ味もそつけもないものになってし蓑うこ

とを恐れたからである。しかし私は原著の内容にはあく

までも忠実だった積りである。なお直訳をそのまま引用

したところは混同を防ぐ．ために，括弧を付しておいたこ

とを付言する。

なお訳語に当っては今までわが国で使われた一識勺な

訳語が見当らない（筆者の無知によるのかも知れない）

のでその感覚をこわさない程度に，適当な言葉にした。

まえがき

これは,@JoumalofForestry''の1953年4月号に

掲載されたdGProceduresforAnalyzingSmallWood･

1zmds'' という題を持つL.O.Grapp氏の託懐を紹介

せんとするものである。 L.0.Grapp氏はアメリカ山

林局第9区のCo-operativeForestManagementとい

う肩書であるが，その地位はとも角として，これは多分

日本における林票認離塗指導員と似たものであろう。

主鐙にある小森林smallwoodlandsというのはアメ

リカではどの程度の大さのものを言うのかよく分らない

が，広いアメリカのことであるから，我盈が日本で考え

るﾉ1､森林とは恐らく二桁も三桁も異い，個人企業の私有

林が大抵この中に含まれるものと想像される。したが

って我凌が日本の認伏に対照する場合に，我煮はこの

sm211にこだわることなく，一般の森林と剛釈して差支

えないと思う。そして日本の森材経営指導と比較して考

えて見ることもあながち癖葬菱とは思われない。

さて原文を藤誌して鑓渚がまず第一に痛感したこと

は”アメリカ人は材諜の経営においても実に割り切った

気持を持っているということである。一定の方式にした

がって森林を分析しそれによって得たデーターを直ちに

経営の方針と結び付け，また立木価絡を評価して伐獺Ⅸ

し

J＝

入を所有者の眼の前で計錐する，更にその収入目標の多

筆者・日林協専務理事

－－－．5 ‐－－－



松原：アメリカに潴ける小謬淋分析の方法と林業経営指導の紹介

いわば私の自己流の訳語であることも諒とせられたい。 から経営案における小班界に匹敵するものであると考え

られ，その作製された予備図は林相図を簡略した穫度の

ものであろう。 これを認池に携えて照合する訳である，

が，現地踏査の結果，その図面通りになっていればそれ

でよいが，少しでも群也がトレ戸スと異うところがあれ

ば，搾也内で其の境界を地上作図によって修正する必要

がある。な鎧同じ立7條件である地域の面積はトレース

の時に同時に図上で測定しておくのである。「注意すべ

きことは写真の上では全く同一の立木条件クラスに風す

ると思われたような森林が，実際にはその中へ入って見

ると林況がまるで異うような場合がある｡」

このように経営計画の一切の麹雛が，縦空写其におか

れているということは注目すべきことであろう。

1． 経営指導と森林分析

森林経営指導co･Operativemanagementworkの仕

事の限界は「私有林の所有者に対して，森林経営に関す

る技術的援助を与えることと，第一次木材加工業者（製

材，電柱，枕木，パルプ材等）に対しても技術的の援助

を与えることを含む」と言っている。 co-operatiVe
foresterというのが一般的な名称であって，これは･日本

におげる林業技柵鍔門普及員と林業経営指導員の両制度

を合体したような職制であろう。

森林所有者から森林の経営に関する援助を要請された

場合，その所有者を訪問する前に，まず問題の地域の航

空写真を調べる。「この写真を点検することによって，

この地域の森林が伐期に達しているかどうか，及びその

ケースが森林経営の仕事に対する可能性を持つかどうか

が分る」という所から考えるとア.メリカにおける経営指

導のやり方は〃伐れるか伐れないか，どんな伐り方をす

るか，どれだけ伐れるか〃ということに主眼を籏いて行

われているように見受けられる。恐らく私有林に対して

経営案室たは施業案といったようなものの編成ば一般的

には行われていないだろうし，その指導方針は要請によ

ってその都度，迅速にかつ実効的に実施されているらし

いことが特色と言えるであろう。

もし森林所有者の要請に応えるべきであると考えた場

合には,その森林に対する分析が行われるのであるが,こ

の仕事は次のような順序によって行われるようである。

（1）航空写真のトレイスによる予備図の作製（内業）

②予備図の現地照合と修正

（3）標準地の設定

（4）標準地綱査

（5）調査データーの総計

（6）結論の作製

以上の森林分析の繕果に基いて赫赫有者に対して必
要な勧告が行われるのであるが，森林所有者の要請の目

的，程度等にしたがって森林分析の作業も伸縮性を持つ
ものである。

《
》3． 標準地の設定

森林分析のために標準地が設けられる。その面穣は一

箇所1/5エーカー（約0．08町歩に当る）であって，標

準地の数は各立木条件クラス(timberconditionclaSs

･－上述のように髄鐘案でいう小班に相当するものと思

われるから以下仮に｢小到廻と訳したい）の菌競のウエイ

･トに応じて配置されるのであるが，その数は「も1名も小

班の最も小さいものの面積が5エーカーまたはそれ以下

であるならば，それ自体が一つの標蝉也の単位となる。

その場合には全凋地のバランスにおいて第二番目に小さ

い直職の4班のエー力．-数が一つの標準地をｲf表するよ

うに指数として使用される｣。 ということは一つの標準

地が代表する森林面積は少くとも5エーカー以上である

ということである。

各異なった小班にそれぞれ標準地の数が割り当てられ

たならば，トレーシングの上でそれぞれ各小班の主要部

分をサムプルできるように，標準地の位置を任意に決定

する。この標準地の位置は現地において森林内の既知点

から出発してコムパズ測量によって確定せられる。「こ

の方法は標準地の位置を撰走する際に個人的な選択を避

けることができる。このようにして図面の上で任意に設

定された標準地の位置はまれには実地において異常な形

態の中に出くわすことがある。そんな場合にほ当然その

位置を変更しなければならない。そのような異常な形態

とは，病害枯損の4,団地であるとか，岩石露出地であっ

て全区域にわたって一般的とは言えない条件のところで

ある｡」

二］
L－1

2． 予備図の作製と現地照合

前述のように経営指導員が森林所有者から森ﾎ{轆営に

関する援助を要請され，航空写真を点検の結果，指導に

応ずべきであると考えた場合には玄ずその地域の写真の

1､レーシングを作製す‐る。この1､レーシングは写真の上

で判読できる立木条件timberconditionの異う境界を

記入するのである。「この立木条件の異いは立木の大さ，

立木密度，樹種，林令等に起因するもの」であるという

4．林木の分類

森林を分析する場合の最も基礎となる因子であって，

分析によって得られる一切のデーターはこの林木分類

classificationoftreesの観念から出発するものであ

－－－－6－－－
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松原：アメリカにおける小森林分析の方法とｵ蝶経営指導の紹介

と言っているのから見ればアメリカにおいては，この林

木の分類は赫業技術者にとっては日常の常識とまでなっ
ているFのかも知れない。それでなければ森林の分析もそ

う簡単にはできないであろうし，また経営指導のこのよ

うなやり方も普及しにくいと思われるからである。

「第一のクラスは現在まだ生長を持続している林木，

第二のクラスは生長の早い木やおそい木から構成される

が正味の生長が終穂するかどうか疑問である程度に枯損
の徴候が現われている。第三のクラスは明らかに正味材

積を減少さすような酷い枯損の徴候が現われているもの
である。以上三つのクラスはいずれも今後10年間は必

ずそのクラスに止まるであろうという考え方で分類され
なければならない。第四のクラスは材稜の50％以上が

商品的価値を失ったものと推定される程度にまで明瞭な
欠点を持つ林木である｡」

この分類の鍵として示されている林木の欠点について

は，主としてレークステ戸ツ林業試験場における不良材

の研究に拠るものであるらしいが，林ﾌ鰯類の方法が，

伐採された後における利用性，または実用性におかれて

いる点は注目すべきであろう。したがって林木の分類は

不良材.の研究とは特に密接な相関関係があることを強調
している。

そして「各クラスに適用される利用不能材積の平均百

分率」 (averagecullpercent. この場合のcullは不
良の部分という意であって，各クラスに属する林木が伐
採された後において不良のために利用できない部分の材

穣を言う。したがって不良木cul1treeと混同しないよ
う御留意ありたい）はそれぞれ次の通り決められてい
る。第一のクラスの生長赫木に対しては5％，第二のク
ラスの成熟林氷に対しては10％，蕊三のクラスの過熱
鯛くに対しては25％となっている。そして「このよう
にこの林木の分類は彬農穆術者に対して分析すべき森林
内の利用不能材積がどの位あるかという一つの見積りを
与えるものである」と言う。

さてこの林木の分類が経営指導の上でどのような役目

を果す-かというと，「分類された林木調査菱(筆者註，

後述のタリーシートのこと）によってｶﾀ牒桟術者は各ク
ラスに属するﾎ林の実際の材積に関するデーターを知る

ことができる。もしも森林の生産能力が總寺され，また

は改良されなければならないならば，生畳$杉kとして分
類された林木は，近い拝来においては伐採してはならな
いということは明らかである。したがって森林の分析の

、一部である生長量の研究は単に第一クラスの生長材木に
限られるものであるし，またそれに基礎をおくべきであ
るも」

ると言ってもよいであろう。この林木分類の方法がアメ

リカ合衆国全域にわたって行われているものであるかど

うかば詳らかでないが，現在の個盈の林木の生長状態に

観点をおいたこの分類のし方と，その応用はアメリカの

森林経営技術における一大特色ではないかと思う。日本

においては天然林の伐採木選定が最も高度の林学的技術

を必要とし，そのやり方によっては伐採後の森林の運命

をも決定する場合さえもある程腫困難な仕事とされてい

るが，アメリカの林業技術はこの林木分類によって，伐

採木撰定の規準とし，明確な一線を引いてきわめて大胆

にしかも簡単に割り切ってしまっている。果してこの分

類のし方が誰にでも容易に行われているのであろうか，

多少の疑問はなしとしないが，此所にもアメリカの直
減性をはっきり見るのである。一つにほアメリカの森林

が大部分天然生林であって，このような分類の方式がど

こに行っても適用され得るし，また剃桑技術者の眼も常

に天然林に慣らされて，森林に接ﾂｰる態度にも自づとこ

のような観方を身につけてしまっているのかも知れな

い。

さて森体内のすべての林木をその現存するﾀ硯上の徴

候(visual indication)にしたがって次の四つのクラス

に分類ﾘｰることができるが「このような徴候があるかな

いかということはそれぞれの各林木が，鐸木との間に

生存競争においていかに戦って来たかを物語り，その林

木がその地位に通応し得たかどうか，生長のために必要

な空間を持つことができたかどうか，今後他の樹種との

競合に耐えて全長を持続し得るかどうか，ある種の蚕津

の欠乏が無かったかどうか，病害または虫害を受けなか

ったかどうか，素直な侭詮な材積坐長を遂げているかど

うか，等を制業披刷滝に教えるものである｡」

(1) thegoodgrowmgstoCk良生長林木

(2) thdstoragematerial成熟林木

（註)‘いつでも収種され得るように貯蔵j-る林
木という意であるから筆者はこれを成熟

制沐と訳した。

(8) the larveStma"rial過謝糸木

（註）直ちに収穫すべき林木の意であるから，

これを過鋼州永と訳した。

(4) theculltree不良木

こｵ瞳分類する「鍵(key)」は別表の通りであって，
各弗昧の持つ徴候，ことにその欠点によって蔵勤豹にど

のクラスに属するかを判定し，それぞれのクラスの調査

表にデーターを証腱するのであるが，実際にはその判別

は余隆の辮蕊を要するであろう。それにしても厩曹者の
L.0.Grapp氏は「制桑俊術者にとってはよく知悉さ

れている通り，すべて綱▽kを四つのクラスに分類する」

錘
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ー
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(附表） TheCharactereSticsfOrtheClassificationofTrees
称木分類のための．特性

－

良生長木g･odgroWingstock l
利用不能材積(cu11%) 5%

１
１

過熱木harvestm2terial

利用不能材稜 25％

成熟木storageonstumPmaterial

利用不能材穣 10％

(a）赫木本来の性質

(1)憾蕊瀞性'従優性中層また’｡リ林木本来の性質

（1）樹冠が優性叉は従優性
岡林木本来の性質

（1）樹冠は優性,従優性または中層
にある。 ．

乢辮柵燃蕊簔莞灘購4篭｡(6地下）

繍瀞瀧職g
(8)枝葉が濃緑色でよく繁茂し葉 （8）葉の色がわずかに黄色を帯び，

が常態である。
喜繼鰐鶴溌鮮ずかに小

燃鰯瀞鱗‘捲繍腱離職"霞“
(5)根に欠陥がない，一一悪い状 （5）根はわずかに欠陥があってもい

態に跳り上った徴候がない。 いが，一見して分る程度に跳り上
っているのはいけない。

，“篝蕊瀞塗騨

(2)樹冠の中に6吋以上の大きな
死枝またば破損した枝が2個以

’ 上ある。

侭)さ寧綴鑪鍵擬葉が小

(4)樹幹がひどく偏僑したり根が
跳り上っている。

(5)根に大きな欠陥があり，また
は跳り上っている。

一

一

一三

0》欠点としての性質１
１ (切欠点としての性痩⑪欠点としての性質

（不良材稜50％を超えるような
欠点があればそれは不良木に入れ
る）

(1)樹皮が充分に坐良識鑿してい
ないのは櫛わない。

(1)曲りや振れは，その損失が材積
の15％以内であれば構わない。

側な蕊を簿蕊雛,巖博大き
(3)大きな傷や大きな死伎のコブも

すっかりあとが癒っていれば構わ
ない。

倒し騨売織蹴饗累躍

灘騨轆懸腱
(5)る嘉蕊鑪蝋A艀因によ

(1)曲りや摂れが，その損失が材
積の15％以上となるもの。

②大きな開放した千割。

(8)大きな開いた傷，枝穴。

‘)の葵鑿耀霊総灘溌
がある。

(5)菌識が付いている。

(6)績辮に大きな穴がある。

(7)音によって根株または心材部
に腐れがあることがはっきり判
定できるもの。

(8’た鱗聯離篭鱸
側れ鱸?低いところの分岐，暴

(2)健全な節は構わない。

'騨灘鐵織這

倒長さ6沢以内の蘂つた千割は
構わない。

(5)小さな傷傷跡，またほ癒着
した死枝のコブは職わない。

(6)少し位の曲りや摸れほ，もし
それが造材のとき取り除かれる
程度であれば構わない。

ヘ

ー

（7）末口の方の小さな損傷は鱗わ
ない。

て記帳される。また有効樹高(ushalheightofbfeeま

たは有効材長usedlengthとも書かれている，一一伐

採した後に丸太とL.て利用し得る材長のことで，通艤末

口の直径が8吋である所までの高さを測定するようであ

る）はサムプルとして数本の林木が各調査員の携帯して

いるポケット，ステッキ（折畳承式の樹高測定桿であろ

う）を以て実際に測定された後に全林木について目測さ
れる。

5．．毎木調査とタリー・シート

各標準地内の林木は毎木調査されるのであるが，それ

は「出来る限り注意深く，かつ正確に行われなければな

らない｣。標準地の境界をはっきり隔絶するためにプロ

ット，テープplotttape (,区劃用のテープ）が使用さ

れる。胸高直筐12吋以上の各林木についてはそれぞれ

直径巻尺で意径が測定され， 2吋括約の涜径級に分類し

0
－8－



松原：アメリカにおけ為小森林分析の方法と旅鶏経営指導の紹介

各林木を分類する因子となる種煮な性質（徴候,欠点）

力;ノー1､される。その際に前述の林木分類にしたがって

四つのクラスに分けられるのであるが，それぞれのクラ

スは各之別食のタリーシートに記録される。その時に異

なった樹種ほそれぞれ適当な記号を以て表示する。

さてそのタリーーシート，正確にいえば〃繊郷材積調査

表〃（とでも訳すべきか) accumulativevOlumetally
sheet. とはどんなものか， 原著者によって特に説明さ

れたものはないが，その嫌式から判断して錐者が特に定

義的な説明をするならば， 〃一つの森林内にある林木分

類の各安ラスに属する林木を毎木調査する際に，その胸

高直径と有効樹高によって単にチェックして行くことに
よって，その本数分配を知ると共に，材稜が自ら積算さ

れ，各プ戸ツク（特定の胸高直径に対する特定の有効樹

高毎の）合計によって，直ちに全林木の穣材を計算3-る

ことができる用紙である〃といえるであろう。

といえば仲稔面倒なもののように受け坂れ愚かも知れ

ないが実物（見本ではあるが）についてその内容を見鴇

といかにも便利であり，実用的に田来ていることに驚く

のである。いわば毎木調査野帳と材積表と計算表の三者

を組み合せ一枚の用紙にぎわあて明瞭にしかも簡易に記

入計蝉し得るようにしたものである。

その・戎リ戸シートについて今少しく内容を検討し説明

を加えて見ると，主要な部分は別図の通り看あるが，

（1）胸高直径嫁左側に12吋から42吋まで2吋括約

を以て示してある。

（2）有効樹高は上棚にあるが，その実長を表示しない

で16沢の丸太が何本とれるか，その本数によって

1/2本から最高4本まで1/2本ごとに示してある。

（別図） タリーシートの一部分

くて最後に10本出て来たとずれば，チェックの最

後は2行目の5列まで進んで，その材籏の合計が

2800B.F.であるというこ自が直ちに分るのである。

また織重を異にする場合にはチェックの記号を適

当に決めておけば， 10本の中パインが何本，ヘム

ロックが何本といった風に一目瞭然である。

（4）各ブロックごとのチェックの最後の数字を合計す

れば総材積が得られ，それを記入する柵が右の端に

設けてある。

（5）そのほかにこのタリーシートには不良木の本数と

平均胸高直径，「生長してやがて取引材となり得る

良い機会を持つ10吋材」の本数，及び林木分類に

したがってその属する分類のクラス名と利用不能材

稜の百分率等を詞入すべきそれぞれの空欄が設けら

れている。

（6）な鈴各ブロックの大さば，その本数分配の頻度を

考慮して，多く取ったり，少くしたりして適当に配

躍されている。

前述のようにこのタリーシートは林木分類の各クラス

ごとにそれぞれ別灸の用紙に記入される。良生長木に対

しては生長錐を以て年輪の測定が行われ,最終の1吋内

にある年輪の数が記入される。

「一人の指導員が一つの標準地について調査に要する

時間は所有者の求める問題の数や，所有者が鯛査の作業

に寄せる関心によって異うが,大体15分乃至25分間

位である」と言う。「この調査の佳事は全部ﾆｰ･人の調査

員でやることができることは勿論であるが，森林所有者

の関心を引き立てるために，所有者に対して種友な仕事

を割り当てることが普通である｡」

「普通の小森林に対しては普通の場合2時間か3時間

位で終了する｡」

「上記のタリーシー1，はレークステーツ林業試験場の

調製に拠るものであるが，これば混交林の場合は非常に
信頼できる。単純林またはそれに近いわずかの樹種の混

交の場合は修正因子が適用される｡」

6. デｰﾀｰの集計

「幾つかのタリーシートは次に示すような規定の形式

で集計される。普通の場合集められた一切のデFター臆

1時間以内に計算できる．もし必要があってそうしよう

と思えば，林木の材穣だけならぼ林内で20分か30分

間で計算することもできる。このように集計を迅速か，

平易に計算し得るということは多忙な林業経営指導員に
とってば決定的な利益である｡」

所でその形式というのはこれも一枚の用紙に印刷して

あって，デい-.ターを書き込んで行けば自づと制識その他

可

司

司

胸高直径｜ 材長16沢の丸太の数(末口8吋霞で）
（吋)'＝ ，/2 1

令読魚

2 3 4 3 6 9

材 6 8 9 172023
積 12 10 12 1431 3437
lOO 15 16 184648.5115 16 1846

勺や

20212260赤 6366
1

1: －－ ‐β’2 4 4 8 12
沢 14

8 101 1812412882

1'/2

111 14 .X8 121 16
262820242832

404336404448

5457525616064
6871 88727680

ー■一｡ 子令一

：:2:|;;鮠
16

36

(3)太線を以て囲まれた内側の数宝はその材稜を示す
ものであって，たとえば胸廣菰謝至翅吋，獅笥16沢

のものについていえば最削の1本が300B.F.次雁

また1本出て来れば600B.F.順次調査の結果同じ

ものが出て来れば次へ次へとチェックして行く，か

－－－9－－



松原：アメリカに然ける小森ﾎｨ分析の方法と林業経営指導の紹介

が計算されて行くような仕組となっていあ。まず上部に

は，月日,No．所有者氏名，林型，土鍾型，及び林木の

分類によるその所属するクラス名，計算者名を記入す

る各欄が設けてあり，次に順次，

（1）直径級（2吋括約）ごとの立木本数，及び樹種別

材積を記入する表を掲げ

（2）上記の材積並びに立木本数の合計から1エーカー

当りの材積並びに立木本数に換算する式を説明して

以下順次に各樹種別に

（3） 1エーカー当りの凋秋

側未生長の10吋材・の材積

（5） ’エーカー当り合計材積((3)と(4)の合計）

（6）正味材識係数

（註） これは前述にもあったように各林木分類

クラスごとの利用不倉黙ず積の百分率を差し

引いたものである。すなわち

良生長木に対してば100－5＝95％

成熟林木 〃 100-10＝90％

過熱林木 〃 100-25＝75％

（7） 1エーカ戸当りの正味材積（(5)×(6)）

（8）全区域の面穣

（帥全材積 （(7)×(8)）

以上の侭)乃至⑨が一表として取り謹められ，最後の棚外

に，次の各項記入棚がある。

（10平均胸高直径

伽平均有効樹高

側平均生長率（1吋の年輪数を以て表示）

⑬1エーカー当り立木本数

⑭1エーカー当りの未成長林木（10吋材）の数

脚標準地数 、

㈱精密度

以上がすべて一枚の簡単な力F-ドなのである。

ら得たところのデーターに基いて直ちに林木の価値や将

来の森林取扱方法を数字的に割り出そうとする，しかも

公式的に結論付けようとするアメリカ人の態度は，我を

日本人にも大いに学ぶべきものがあると思うからであ

る。しかし原著者も「この方式は一つの規定と言うより

もむしろflexibleな方式であって」・･ ･ ･ ．．「もっと良

い，あるいはもつと多くの適用し得る形のものがあれば

変更することは差支えない」とことわっているところを

見れば，向うでもこの方式を金科玉条のものとは考えて

いないらしい。

しかし「このシートは獅業撲術者に対して，経済的に

見た結論を分析する簡単な系統離坊法を与え････耕調麦

術者は現地で，どんな伐採によって，どんな経済効果が

得られるかを判定する地位におかれる」と言っている。

側材積および価格の総括

これは単に良生長木,成熟木,過熱木の材積からそれ

ぞれ樹種別に，その単価を掲げてそれに乗じ，林木の価

格を算出した総括表に過ぎない。

（け不良木から得られる薪材

アメリカでも丸太として利用できな､､不良木について

は，これを薪材として利用するよう奨励していることが

見受けられる。不良木については森林分析の際に各標準

地ごとにその本数と，平均胸高直径が調査されているは

ずであって，それが各タリーシートに記入されている。

ここに興味あることは，その胸高直径から直ちに薪材

の層積（スタンダード，コード）を算出できる近似値を
用いることである。きわめて大蝿巴なものであるが，そ

れでもとに角一応の目途となるであろう。その係数を掲

げて見ると次の通りである。

不良木から得られる薪材の近似値

平均胸高直径 スタンダード，コード
12吋 0．16

14"～16〃 0．30

18"～20〃 0．50

22〃以上 1．00

すなわち全不良木の平均胸高直径を計算して，それに

該当するスタンダード，コードの数字は標準木1本の層

積を示すのであるから，それに不良木の本数を乗ずれば

直ちにその全材積を知ることができるのである。なおそ．

れに更に単価をかけると薪材の全価格が算出できる。

上記の近似値の表と，簡単な計算式を掲げたのが本項
である。

。なお不良木の平均胸高直径は「目測を以て判定するか

精密を要する場合はタリ戸シ戸卜に記録して計算すれば

よい」としている。

い）生長量（良生長林木の生長）

7．森林分析の結論

以上の森林分析によって集録したデーターから更に森

林経営上必要な各種データーを誘導するのであるが，こ

れについてもきわいて平易な方式にしたがい，「木材の

価値，利用し得る薪材，生長量，許容年伐遼または定期

伐採量，及び生長途上の森林の価値，等を計算する二つ

の方式が作られてあって，タリーシ戸卜の裏面に印刷し
てある｡」

原著は単にそのタリーシートの穰弍を図示したに止ま

るのであるが今ここには，その方式をそのまま図示する

ことは止めて，その一つ一つについて説明を加え記述し

たいと思う。それは前魅のように森林分析の方法それ自

体が既に一つの簡略な方式として存在ﾂｰる如く，それか

-10-
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可

いるということだけば言えると思う。

次に未生長林木の生長量（現在胸高直径10吋の林木

が近く売買できる大きさ-12吋一に達する間の一年間の

生長堂）についても次のような簡単な式を与えている。

未生長林木の生長量=署ｰド顔
(Rは前記と同じ）

以上の篁式によって良生長林木の平均木並びに未生長

林木の単木生長量が簡単に計算できるから，それにそれ

ぞれの1エーカー当りの立木本数を乗じて両者の合計を

求めればエーカー当りの生長灘が得られ,更挺全林の面

穣を乗ずれば，総生長量が算出できる。

以上の計算が順序正しく間違なく行われるようにタリ

ーシートの裏面には，帰納された数字が，それぞれの因

子の空枠内に機賊的に書き込まれるように仕組まれてい

るのである。

生長量の最後の項には「伐擁を繰り返すために墾罠が

要する年数」と題して，いわゆる回り5拝の計算憾単に，

生長量を以て伐採量を除する瀞錬式が矢張り数字を喜き

込むようにして記載されている。

《I)許容年伐量

本文の中にも「保存されるべきであると考えられる森

林は，年生長量の80％を舞進とする許容年伐量以下に

伐採を規正すべきである。このことは森林の諒寅を漸次

増加せしめることを可能ならしめる｡」 と言っている如

くここでもはっきりとその計猟を次の式によって示して

いる。

許容年伐量=生長量×0.8

そしてまた主詠ｵ琴伐の際に梢頭材から得られる薪材

の愛を次式によって示している。

難繋簾鵠溌=湾瀞量×'ｺｰ順
この「1」は備考によれば「櫛頂材及び不良木1BM

をスタンダードコードに換算した近似値である｡」

（印森林の生長における価値

森林の生長価値を評価するに当り，鍵在の林木を立木

の童ま売却するか，造材.して丸太として売却するか，ま

たは更に第一次の木材加工品，すなわち製材，枕木，電

柱，腕木，パルプ凋等として売渡すか，その売却の形態

に応じてそれぞれ計算し得るよう仕組室れているが，そ

れによって生じる生長価値は勿論，それぞれ異なった価

を持つことは当然であって，一方においてはその生産ま

たは加工に要するコストを考慮しなければならない。そ

こにｵ擁営における企業形態の塞異が生れて来るので
ある。いずれのｿ吻誤をとることが経営上最も有利である

かは容易に解答は得られない問題であろうが，生涯コス
トを抜きにした生長価値の計蝉によって，一応その森林

既に林木分類の項で述ぺられているように成熟林木及

び過熱泳木については生長に関しては考察の外におかれ

ているのであるから，ここでば良生長木についてのみ考

えればよいのである。なおここでも生長量の算定につき

きわめ定籍津な公式が与えられていることは注目すべき

であろう。

一つの森林の全生長錘を知るために,まず胸高直径12

吋以上の良生長木についての平均胸高直径と平均有効樹

高を求め，それをaveragebee(平均木または標準木）

として，その単木の年平均生長量を計算するために抄武

が.与えられている。

標準木の年生長鼠=2号諾F談-ド, フイート
ただしD…･平均胸高直姪

H･…平均有効樹高

R･…綴摘係数（月凝の通り）

R…･最終1吋の年輪の平均数

この中のD及びHはタリーシートの惚蕊から求められ

るし, Rは標準地調査の際に測定した数字がタリーシ～

I､に記録され，また総括表の終りにも記入されている。

樹高係数Fの値は,有効横塙Hによって変化するもの

であって，次の表から求める。

樹高係数表

有効樹高H 樹高係数F

16眼 1．20

24沢 ，1．07

32沢 1．00

40眼 0．95

この蔵富係数表を一見して分るように，樹高を8沢の

倍数に括約していることは誠に異とするに足る。一般の

林木について樹高の測定を8爽括約にすることはアメリ

カ獅業の則雲詠腱義から考えてｲ呼等驚くものではないが

いやしくも一つの森林の平均木を計算によって求め，そ

れを基礎として生長量の算定を行おうというこの場合に

も一段澗赤と同じく8沢括約を以て律しようとするその

徹底振りに臓一寸舌を巻くところである。逆に言えばこ

の生長量の計算の糖密度はそれほど高いものではないと

いうことを暴露しているようなものであるが，しかもそ

れでなおかつ平然として森林分析の効果を昂揚している

ところに数字的に割り切ったアメリカ人の気質というも

のをまざまざと窺えるのである。

余談はさておいて，しかしこの公式がいかにして誘導

されたか詳らかでなく，したがってその正確さを知る由

もないが，一応の目途を得るためにはある程度の目的朧

達し得るものであろう。いずれにせよきわめて簡単に生

長量が算出できるということは素晴しい実用性を備えて

露

津
」
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松原：アメリカにおける小舞k分析の方法と湖錘営挿篁の紹介

侭採が可能であるかどうかを調査するのである｡」

「毎年一定の収入を挙げることを目標とするかどうかは

とも角として，森林の生産力から見て遮年作業の可能性

については所有者との間で充分検討すべきである。その

結果所有者の都合によってどうしても連年作業の経営が

できないようであれば，軽度の伐採率でしかもできるだ

け回帰年を短かくすることを穰本原則として，商業的な

経営を行うことを勧告する｡」

「識紛析の繕果得られた生浸量に関するデーターは許

容年伐避を骨蝉するのに使われ，またその森林が一定収

入をもととして経営し得るか否かを決定するのにも利用

される。傑存さるべきであると考えられる森林は，事実

そんなのが非常に多いのであるが，年生遥の80％を

規準とする爵溶年伐量以下に伐採を規鰯-べきである。

このことは森抹の諒責を漸獅曽加せしめることを可能な

らしめる。幼壮令木が多い森林は成蕊淋木や過熱林木が

大変少いのが普通であるから，この場合には伐採を要す

るものは材穣が少く，それは保留しておいて所有者の必

要が生じたときに伐採ｳｰるように勧告すべきである｡」

「生良率はまた，所存者が穎淋から上げる収入量を判定

するために使われる。森休の年総生長壁は立木，丸太，

或は製材，柱，職沐，パルプ材等の加工品等のどの形

においても評価できる。所宥者が林産物の生産加工をど

の閏瞥に止めようと考えるにしても，鐸技術者は生産

加工のその段階における林“の現在の平均価格を取り

上げて，それを年生長量に適用することができる。この

年塞埜を年生鐸に換算したものを長期投資の利率で

割算した繕果が，調糸所有者にとっての森林の投資価値

となるのである。この投資価値は単に良生長木にのみ基

礎を侭いて計鎌したものであるから，それに加えて，成

熟休木や過熱休木の材積から計算される現在の価緒を加

算することができる。これらの二つの価値は所有者にと

って分析当時の森林価値を表示するものである。これら

の価値は，算定する麹蕊データーがその葱淋から収録さ

れたことを舞夷に所春昔は自分の眼で見て知っているの

であるから，燕ﾎ所有者にとっては非常に真言割生の高い

ものである。森ｵ初f有者が森休の経営を適正にしかつ生

長中の林木は売却すべきではないと信服している間は，

この森林佃植はきわめて貴重なものであると〃櫟技術者

は見ている｡」

‐②伐採の指導と撰木

『森*紛析の際に棒k分類を行うことは，伐採木撰定の

方法を非常に容易にする。若し擬算員の勧告が，遥燃休

木の全部を伐採して取り除くことにあるとすれば，擶導

員朧林内を歩きながら，林種類に従って過熱郷木に属

するもの全部に記号を打ちさへすればよいわけである。

の評価を下すことは，きわめて簡単であって綴鎧のため

の一ヒントを与えるものであろう。本項においてはそれ

をやっているのである。

要するに三つの形態（立木,丸太,第一次木材加工品）

に鱸けるそれぞれの木材の単価を生長堂に乗ずることに

よって生長価値を算出し，更に投盗利率0.0pを以て除

して得たものが，森林の投資価絡として示されているだ

けのものである。

それを算定するため各所要数字を記入するよう配列さ

れたのが本項である。

ただし備考として「もし榊卵入から投盗価値を求めよ

うと思えば，生長価値から公租その他の経費を差引いて

計蝉すればよい」と付言されている。

《
》8． 集録されたデーターの利用

前節までの記述において筆者臆原著を大分逸脱して紹

介したのであるが，本稿の結論とも言うべき主としてア

メリカにおける経営指導の実際のやり方について述べら

れた本節はほぼ原著に拠って紹介したい。

（1）林業経営指導と勧告

「林業指導員は森林所有者と共に，森林分析の作業に

従事中に彼から直接，間接に彼の森林についての計画，

概念，疑問，希望等に関する知識を得るものである。こ

の知諭は森林分析によって得た各種のデーターと共に，

良い施業の下にいかなる経営方針をとれば,‘その林地が

森林所有者にとって最も役立つかを決定するものである

と考えられる。林業技術者が最良の施業であると信ずる

ような経営方法が，森林所有者の要求，環境，計画等の

事由のために実行されないことがしばしばあり勝ちなこ

とである。そんな場合りこは，森林所有者がどうしても考

え方を饗え，ることができなければ，林業技術者ほある程

度霞で彼の要求を満足せしめ得るなるべく良い施業が行

われるように妥協すべきである｡」

「森澗分析によって林業技術者は良い生長を遂げている

健康な林木の材積を知ることができる。現在は多少欠点

があるけれども，今後10年間立木のまま保存されても

正味材積の減少を来たさないような林木の材穫も知るこ

とができる。また森林の撫育のために所有者の環境で許

す限り早急に伐出しをしなければならないような非常に

欠点の多い林木や病気に羅って不健康になった林木の材

稜も知ることができる｡」

「林業技術者は，もしも現在ある良生長木のうちの幾分

でも伐採するように勧告すれば，森林の生産力を維持し

または増進することは不可能であるということをよく覚

えている。したがって彼は，森林にとっても所有者にと

っても最も都合の良い成熟林木や過熱林木についてその

《
，
》
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松原：アメリカにおける小森林分折の方法と林業経営指導の紹介

若し所有者の要求に依っては伐採材稜をもつと多くする

とか，或は分析の結果が過熱林木だけではｲ彰鯏積が不

足することを示すような場合には，指導員は成熟林木の

うちの一部，特に残して置くと最も危険のある蝿のにつ

いて伐採記号を打てばよい。叉若し過熱林木のうちの一

部分だけを伐採する場合には，その中でも残すことが最

も危険だと思われるものについて記号を打つ。

「過熱林木及び成熟林木はそれぞれ別のタリーシートに

記録し，記号を打った林木の正味材縦を出すために，全

材積からそれぞれのクラスに属する利用不能材繊を差引

､､たものが記戦されなければならないことは特に注意を

要する。既に記号を打って撰木の終ったものの全材積は

タリーシー1､に依って数分間で計算ができる。このこと

Iは，撰木の量を勧告された伐採鐘以内に止めるよう調節

することを非常に手軽にできることを示している｡」

「若しも一林分の構成を改良するよう勧告がなされ，過

熱林木の一部が第一次伐採に繰り入れられる場合には，

残すことを望まない樹種のすべての過熱林木に記号を打

・ち，それに追加した希望材積に窪ﾘｰるに充分なだけの他

の樹種の過熱林木に記号を打てば良いだろう。希望伐採

量が成熟林木にまで及ばねばならぬような場合には，成

熟林木のうちでは先づ第一に不要残樹種に記号を打つ｡」

「次期の伐採のときの本数分配を良好にするためには，

どの大きさの林木を最も多く記号を打つべきかというこ

とは各径級に属する成熟林木の本数を一覧することによ

って分る｡」

「伐採に対する勧告が如何なるものであるにしても，撰

木の道しるべとなるデーターは森林分析の結果から得ら

れるものである｡」

e）林業経営指導員

「一般原則に関する話の大部分は森林所有者には仲友信

服され難いものである。立派な森林経営が実行する販売

ほ，所有者の森林内に存在する実情に拘束されたところ

の或る限定された陳述を要求するものである｡淋錐経営

指導員は，それ故に,森林所有者のために経営の"蕊を

指導するに必要な基本について，解り易い文章で簡明に

説明した簡単な経営計画を調製せんとするものである｡」
（終）

霊
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施肥による治山植栽木の生育について

楯 茂一一一＝一＝覗厚一＝壼弓雰呈心竪琴▲F詞一＝＝ーー＝＝一一一一一

〔30．1．22受理）

の所感をあわせてのべることにした。なお本調査に当り

御指導を賜りました名古屋営林局治山課長福森友久氏，

元同調査設計係長大脇高照氏，同笠井小一氏，同土岐治

山事業所主任松坂吉偉氏，井上弘氏各位に対し深甚なる

謝意を表する。

緒 言

治山事業の究極の目標は，山地の緑化であり緑化の主

体は植生であって，この植生の生育立地環境を人為的に

改良し最も理想的立地環境を現出して，荒耗地の生産化

と公益的効果の達成にあって，その早期復旧を要請され

来たっている。

従って治山事業の第一としての基礎工事と共に更に進

んで，土質の改良，樹木の選定等が大きく緑化の基本的

要素になっている。しかし農業のような集約的植生の撫

育は，山地においては至難でありとする考えから，山地

への肥料の導入は，経済的にもまた面稜的にも考えの及

ばなかった事であるが，近年に至りその必要性が絶対的

となり，禿縫地等においては獅巴の必要が他の何にもの

にも変え難くなり今日治山事業においては，獅巴を行わ

ない所はきわめて少ない。したがって治山植栽における

施肥の効果とその植栽木の地上下の発達状況を本所管内

三現場の24年度植栽地を調査しその結果の一端を報告

し，治山植栽における施肥の必要性と植生の生育その他

試験地士

I調査地の概況

A)位置及び地況

本地区は名古屋営林局土岐治山事業所管内昭和24年

度施行地三箇所，すなわち岐阜県土岐市土岐律町，同肥

田町h同駄知町地内において実施した，その地況その他

は次の通りである。

《
》

|P.H試験地

土岐津試験地

肥田〃

駄知〃

一
凹
一
’
０
０
０

鍵
癖
』
〃

ａ

積
虫
０
２

２
１
１

○

一

斜
５
０
０

傾
釦
鈍
刀

誠
一
Ｎ
ｗ
ｗ

｜
’

０
８
９

●
●

●

７
６
６

Q

土壌については名古屋営林局向野技官の調査結果によ

れば次表の通りである。

鰹分析表

’換
度
砲
兜
娼
蛇

ｇ
ａ
５
６
５

置
酸
５
７
６
７

時
率
４
１
４
２

｜
哩
釦
認
涼

職
誠
％

灼熱
損失率

％

4．98

4．75

5．73

4．73

陶汰分析（風乾土10gr中の重量） 国際法

分類

砂質植土

砂質植質士

粗砂醒士

場所 P.H 備考

|FiaeS.| Si,t|Co&ｴ電eS.
－

a70
5.77

1 5．73
1 5．27

ｙ
Ｏ
３
１
１

ａ
９
０
８
９

ｌＣ
ａ
ａ
Ｑ
Ｑ

垂

一’土岐津現場

駄知肥田現場
〃

〃

２
０
３
８

●
申
■
●

６
７
６
６

1．73

1．84

1．85

1．88

７
４
１
７

６
４
ｚ
５

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

斜面中腹

斜面上部

斜面中部

斜面下部

B)気象

昭和26年8月から当事業所（岐阜県土岐市泉町久尻）

内に設置された，気象観測施設による測定結果の一端に

ついてのくれば第1表の通りであって， 月降雨量最大

455.9mm, ユ時間最大降雨量35.7mmに達し月平均気
温は15"Cである。

試験地区に対し法鼠口重を実施し，積苗工と同様に山腹

斜面に階段切付を行い,供試木,ヒメヤシャブシ(AInus

pendulaMatsumura.)を上部二段に，－段おいて，中

部二段オバヤシャプシ(A1nusfirmaSieh.etZucc.),｡

一段おいて下部二段にク戸マツ (PinusThunbergii

Parl)を第工図の如く, 12連区を各三箇所の試験地に

設定し，これに穆錐の通け，一連区を6箇の肥料区に分

け,A,B,C,D,E,F,それぞれの淑巴を行い椿畿したも

のである。

B)使用肥料

a)Angaul鳥産燐賦粉

〆

11 試験方法

前述三箇所の地区に次の方法で実施した。

A)地捲

筆者.名古屋営林局土岐治u轌業所

－14－
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楯 ：施肥による治山植栽木の生育について

第エ表

慧臭癖“
月

湿慶|鴇
低
度
一

温気降雨日数
(0.1mm
以上）

一時間
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日最大
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０
４
３
０
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6．8

0．7

8．0
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22．3
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〃
〃
〃
〃
〃
調
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〃
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〃
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１
２
３
４
５
６
７
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１
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１
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０
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１
１

１
１
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｜
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南洋Angaul島の隆起珊瑚礁に海鳥の錐や死体が長 なお各1畔}区の植穴は, A,B,C,D,E,Fの規定量の
年月の間に漸次推積し，化学変化を受けて生じたものを 肥料を，深30cm,幅30cm,長さ30cmの, 0.027m《！
加工精製したものである。 の土壌に良く混和させ，各苗木間1Xnにとってその混
b)北大東島燐鉱粉 和土の上部に植付けた。使用苗木朧1年生ヒメヤシヤブ
わが国九州の南端で上記同様の状態で生産されたもの シ，オバヤシヤプシを使用し苗高は30～50cm,根廻径

でa), b)共に主成分たる燐酸三石灰を加添性加工し 15cmのものを樹高25cmに全部剪定して植付，クロマ
た肥料である。 ツは3年生の20～25cm,根廻径10～15cmのものを使
c)過燐酸石灰 用し，各腿料区は隣接区の影響をさけるため，側蔭を作
農業用肥料主成分16％～18％のものである。 ってこれを絶ち，工種は一枚芝積苗として行い昭和25

年4月に植栽を完了した。
c)植栽方法

前述A)の階段に,A=無肥料区,B=Angaul燐鉱 D)無施肥地区の調査 。
上記肥効試験以外にこれに隣接する斜面山において，粉100gr施肥区,C=北大東島震鉱粉100gf施肥区，

D=Angaul鋒鉱粉200gr施肥区jE=北大東島燐鉱粉 その頂部瀞石地区“山部）と堆積土地区に分けて，そ
200gr施肥区,F==過燐酸石灰100gr施肥区，の6肥料 の地上下の生育閃兄を調査し，また前述樹種以外のヤマ
区をもって1連鴎し，これと同様に4連区設定し， ′、ンノキ(A1nusjaponicaSieb. etZucc.)について
A,B,C,D,E,Fの各肥料区，各8本植とし, 1連区48 も同穰試ぷた。
本，4連区192本植付とする，これを三機願12連区を

もって一試験地の権溌単位とした。

－15－
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楯 &施肥による治山植栽木の生育について

根系を第]Ⅱ図の通り取り，その水平長及び垂直長

を測定した。

b)根系の伸長方向，根系の多く走っている方

向について調査し，第Ⅳ図のように，上＝上部階

段に，下＝下部階段に，左=上部階段に向って，

右＝上部階段に向って右に，その中間はそれぞれ

上右,左下等に調査した。

c)根系の拡がり面職，側根の平面的拡がり，

第1Ⅱ図側根の水平長及垂直簔測鐙

』
《
》

〃‘

F墨唾淫底竃睡嘩辱琴■l
|A.RIひめやi潅｜瑠榊些\MI591

IA.F, lぞ銀ぶtl昭ｵR麺調升ITBI
IRI:Iくう＃つI遮加⑳ｷ秘I"|

、

《

ー皇

lﾖ

N測定方法

A)地上生育

a)上長生長，地上部，根部地際より苗木頂部まで

を測定し，樹高生長量として，植栽後1年及び同5年後
について調査した。

b)肥大生長，苗木地際より地上3cInの処にて茎

鱈隆を測定し，直径生鳧量とした。

c)重量生長，各肥料区1年後の標準的なる苗木を

選定して，その生材重量及び全乾重量を測定して重量生
長の変化を調査した。

B)地下生育

a)根系水平長及び垂直長，根本を中心に最恥長い

第江図側根の水平的拡り測定

第Ⅳ図根系伸長の測定

《
）

月厘

下葬階換

第v図根系利用地下層測定

｡－万切了〃

－－－16一一一

ー



楯 ：施肥による治山植栽木の生育につL､て

すなわち第江図のように取って，これを図面上に図示

しその面積をプラニメーターにて測定した。

d)根系の利用している地下層の厚さ，第v図の通

り山腹傾斜に平行に根系の侵入部位までを掘り起して

その深さをもって測定値とした。

W成 績

昭和25'年5月植栽して，毎月その経過を測定した

が，7月までほ変化を認めず，8月024日（櫃勘後3
カ月）の測定において肥効度が現われ，その後順次無

施肥区と施肥区の間で嫁著しい相違が生じ, 11月末に

は，無施肥区臓ヒメヤシャプシ，オバヤシャプシは完

全落葉して生長が健止し，施肥区はいずれも約20日

間遅れて落葉し成長は停止した。次に各生長について

承ると次の通りである。

第立表1年後の地上生育

露
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写真エAngaul燐鉱粉200gr施肥オバヤシヤプ
シの地上生育' 61

A
ク

B、

《
」
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014．06．

039．0'10．01 17．0

００００

､06．3

.010.0

．06．0
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１
２

口
●
●
●

８
０
８
５

２
２
１
２

０
０
０
０

●
①
●
●

〔
。
１
５
４
今

５
５
４
５１

０
０
０
０

●
４
●
●

１
５
９
２

２
２
１
ク
》

ＩＣ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

ｐ
マ
ツ

A)上長生長
写真江Angaul200gr”ビクロマツの

苗木の坐罠についてはその立地環寛によってはなはだ 地下生育

しい差異を生ずるがその結果取りまとめてみると第江表

の通りであって，これによるとD区(Angaul200gr区） していることは，広糞調の生長連なるため当年から肥効
が非常にその肥効を示し次いで, B,C,E,F,Aに並 が表われるが，針潤鐵においてば2～5年後に初めて表
び，5年後においては第Ⅳ表の這りで同じくDが最大を われることは当然のことと思われる。

示しD,B,F,C,Aがこれに次いでいる。 更に1舜坊向（山腹）と壁育の関係はいずれも北西面

またクロマツは1年後では肥効を認められなかったも は南面に比し良好であった。また，広葉樹の坐長遮鰻に

のが5年後においては,肥料区が無肥料区の約2倍を示 おいて特に注目すべき苧とほ成長の最繍剰が7~8月頃

－17－



、

楯 ：施肥による治山植栽木の生育について

の夏期極盛と9月中旬より10月中旬の間の秋期極盛が

認められた。

B)肥大生長

肥大生長は前述上長生長に準じて，区が良く魚動卸巴の

2倍以上の値を示している。クロマツ朧ほとんど前述と

同様に5年後起表われており，また広葉樹の萠芽本数に

おいて上記同穰の傾向が見られる。

c)重量生長

苗木の重量生長は，材質及びその生長過程を調査する

上挺も重要であるが，この測定に当り，標準木を取りそ

の生材時(地_f下)の重量及び全乾時の重量を測定した。

その結果を示すと第皿表の通りであって，生材時におい

てはD区はA区の10倍の生長を示し，全乾に鎧いては

約20倍の生長量を示していることは注目される。また

ク･口マツはほとんど変化がない。これは，上記同様生長

度が遅いため肥効が現われなかったものと見てよい。

第Ⅲ表

’

､～ 樹 ′ﾛﾏｯｫバｬｼｬ|ギグ多種
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D)地下生賓 更に他の二種もクロマツと同様の傾向を示している。
（1）根系!zk平長及び垂直浸は第Ⅳ表の通りであって, (2)根系の伸長方向，第Ⅳ表を見ると各繊雷とも同様
ク戸マツにおいてはDの160cmで最大を示し最小はAの で八方に拡がり，分けても特に階段上部に伸長する根系
81cmである。また垂直長においては,最大の60cm,最 が多いことは注目される。また山腹斜面では，南面は下
小の38cmを示してDの肥効は著しい値を与えている。 方に北画訂は上部への伸長が多かったことはzk分の関係
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楯 ：施肥による治山植栽木の生育について

いては根系の水平的拡りの拳で，地下深く侵入しな''､。

したがって特に崩壊地及びはげ山復旧に際しては，出来

得る限り地u郷の階段切付と同時に階段上の耕転が必要

である。

土岐地方のように徹底的に頚こした土質については土

砂流出防止の基礎工も必要ではあるが，出来得る限り他

の工種は最小限に止めて，その費用を肥料施用に使用す

ることば，頚こした土質を改良し，かつまたそれに生育

する植栽木その他の植生に好影響を与え，緑化の度を迅

速ならしめる所以でもある。

参考文献

，）倉田益二郎息飼，肥料木草と植栽法,博友社

（1950）

2） 〃 も瀬戸内地帯におけるIまげ山の成因

と早期復旧，治山治水協会報（1953）

でこのような傾向を示すと思われる。

（3）根系の拡がり面積，前述の水平的伸長方向にそっ

て根長を測定してその占有面積を測定したそれによると

各樹種ともD,E等が著しい生育を示すことは前記と同

様である。

、 仏）根系の利用している地下層の厚さは施肥区におい

ては各樹種とも，はなはだ深かく最大クロマツ275cm

ついでオバヤシヤプシ]J70cm, ヒメヤシヤブシは横の

拡がりは大であるが，地下層の利用は少ない。

E)無施肥地区の調査

（1）堆積地区の樹木の生長は後述②の地山部に比し

て地上部，地下生育は共に2～3倍に近い生長量を示

し，根系は横（左右）及び下方に多く拡がり，上部階段

へ向う根系はきわめてわずかの伸長しか示さなかった。

童た浅根性の樹種ヒメヤシャブシ，ヤマハンノキ等でも

200cm程度の地下層を利用していることがうががわ

れ，施肥の時異なっている。また根系拡がり面積は比較

的せまいことが判明した．

②岩盤地区（地山部）
エ

・地山部の生長は地上部室青においては不良であって，

堆慈弛区の1/2～1/3の生長量しか示していない。しか

し根系においては繕費部より発達して鐙り，地下層の利

用はきわめて浅くわずかに5～7cm, 10～13cm篭装で

あって直根と思われるものはク戸マツ等においても明瞭

でない。しかしながら根系の拡がり匝蹟は実に驚くべき

発達を示し，樹高1.43mのクロマツで(5年生）根系

はその2．3倍の3.56mに達し，他の機魎においても

同穰な僅向を示し，堆識部の2～3倍の拡がりを示して

いる。更にヤマハンノキ等は地上部の生育が旺醗にかか

わらず種侵り，直穰窯の貧弱により昨年13号台風程度

で剛到木が治山椎篭馳区に存在していることは，岩盤地

区には直澁桃の樹木は不適当であると思われる。
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V結 言

以上の結果からして治山植生に対する燐酸粉の肥効は

ヒメヤシャプシ，オパヤシャプシ等の広葉樹については

当年からその肥効が表われ，かつまた非常に樹木の生育
に迅速さを与えることは今更論をまたない所であり，ク

ロマツ等の針葉樹に対しては広葉樹程生長が迅速でない

ので2～5年頃から，その肥効の現われることはけだし

当然の事実のようである。

またこうした肥効は地上部はもとより，地下の生育に

おいても等しい効果を表わし，かつまた直根性のク戸マ

ツはその地下生育は，オバヤシャブシと大差がない，こ

れは荒廃地法切土砂の堆積部には，明瞭な浅根性樹木と
深根性樹木の差が表われるが，比較的緊固な地山部にお
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－梗 概一

わが国国有林の由来と行政組識麓程，国有林野法の概要を説明し，国有林

の変遷過程を明らかにし，その組織，運営がいかに行われているかについて

記載した。

よって国有林の本質についての概貌を明らかにすると共に国家財政的見地

からも，零細な農山村経済の現状からもむしろ国有林経営の方が有益に作用

するものであることを論述した。

本論においては国有林の本賀は国有林経営の本質に通ずると解釈して，そ

の本質を究明してこれを要約すれば次の通りとなる。

すなわち純技術的特質としては(1)国有林経営は詞*保続原則によって施

業する結果木材需給調節，価絡疾走作用をする。(2)生産性の原則によって

施業するので木材の増産が期待される。(3)奥地林の開発が順調に進む。

国有林野事業運営上の効果としては㈱治山事業により国土保安効果と労

力の吸収が期待される。(5)奥地林の土木事業により過剰労力の吸収と成長

愛の増大を促す。(6)純技術的及び公共的造林事業を広範に実施し農山村経

済を潤わす。例その他林業試験研究に意を注ぎ林業の発達に貢献Lている。

(8)林野鰯ﾘ会計より一般会計に黄金を繰入れ,伐採調整資金として釆掘され

農山村経済を潤おし，更に幼令林の伐採を抑制し生産力の増加を来たす。⑨

更に保安称等による国士保全,国立公園の公益性,その他保健衛生上役立つ。

共用林,委託林,部分林等による公益の増進を図る。ただしこの薬の匙加減
はむずかしい。

更にこれを要約すれば国有林経営は国家の行政監督の下に特別会計制度が

実施せられ,その使命である国土の保安,公益,国民梅祉のため(帥⑩に重

点をおき，事業経営の技術的合理化を図るものである。しかしてこの合理化

によって収益の増大を図り，更にこの収益を公共的性絡の治山，土木，造林

等の事業に満度に投資して公益と福利民福を図っている。 （以上）

目 次 c一般会計に資金繰入れ
3国民禧ﾈﾙ花ぴ悲蕊繰溶へ3国民幅祉及び産業経済へ

一

=

a

バ

ー

の貢献
a国民禧祉及び公益

b地元産業の保誰

cその他薩碧嵩雷斉の保護
Ⅳむすび

I まえがき

先ずわが国国有林の題に入る前に「国有林は独善的

に運営されている」との非難を動をもすると聞かされる

ので,果してどのような行政認識におかれ，どのように

趣営されているかについて敷荷しその実態を明らかにし
た。

わが国国有林の本質は奈辺にあり，どういう内容を具

１
１
１

まえがき

わが国国有林制度と行政騰督
わが国国有林経営の本質

1国家目的による合理的経営
a保続の原則、

b生産性の原則

c奥地林の合理的開発
2林業収益の投下事業による効果
a国有林事業の国民経済的効果

治山，林道，造林，伐出事業
b林業技術の振興

’

筆者・山形県寒河江営林署長
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小松：わが国国有林の本質を論ず

備しているかを究明せんとして民有林と国有称との所有

癖の差によって生ずる森林の蕊そのものの相異点を探

究しようとしても両者の力痩は潔男されないであろう。
従ってここにおいては現在の所有詞莫のもとにおける

国有林そのものの経営が掻術的に民有制経営と本麹勺に

異なる長所とその鴨讃の相異点について解明し，更に現

在鐡漠の国有林が存在しているためにどのようにわが国

国民経浩並びに各種産業に貢献しているかについて論述

し，逆にまた現在の国有林を全部民冑林にした場合に国

反経済にどのような関係を及ぼしどのような結果を紹来

するであろうかについても比腫鍵舅奏を進め，もって国有

林の事鶏蟹営とその罐が､､かにわが国国民経済乃至は
産業経済に寄与しているか，その本質的特徴を詳にし国
有林の本質を解明したいと思う。

本節においては明治時代に所有権が－応確立されるに

至ってから国有林の運営がいかに地元産業，基礎産業の

保謹のため国民経済全般のために考慮するように国有林
野法にその基本的事項が規定されているかについて説明

しようと思う。すなわちこの中には貸付及び使用，要託

林野，部分林，保安林,売払及び交換等の挽定が定めら

れている。

勿論わが国は明治以来立憲政治の国であり，これらの，
法律は勿論議会の協賛を経ている訳である。しかしてま

た行政組織法中農林省設置法,行政機関職員定員法,農
林省職員定数規程，外局の地方麦分部局（営林局署)等
の法律鋸程によって林野庁の部課組織及び営林局署の配
極やその部課箭職が詳細に規定され，かつこれらの定員
数が鍵這されている。

すなわちこのように国有林の運営の大方針や管遇鏡径

経営の栽贈鐸に至るまで政府と国会の議決によって民主
的運営が実施されている訳である。

換言すれば全くガラス張りの経営でありういかに国民
経済と公益の保全に重点をおいて経営されるべきかを明

らかにしている。すなわち国有林野法第一条に「国土の､
保安その他公益を保持し国民の福祉増進を図ることを旨、
とし森林費源を培養し森林の生産力を向上するとともに

生産の保続及び経営の合理化に努めてこれを経営しなけ
ればならない」と規定されその根本方針が明示されてい

る。昭和22年より国有林特別会計制度が実施されてい

るが，この一条によって承FI言も企業会計の経済性の原則

は第二義的に取扱われていることは明らかである。民有

林は経済原則を第一主義にしているのであって，この点
が国有林経営が根本的に相異しているのである。従って
このことによって国有林が国民経済に稗益する影響は重

大であり，国有林の存在が必要な所以である。

しかして国有林は第一条によって国土保安，公益係簿

及び国民の福祉増進を第一目的とし，更にこれら事業が
一層効果的に穣極的に実行出来るように事業経営の合理
化が要求されている所以である。すなわち一定の行政組“
織内において技術の改良，改善等の経営合理化が二次的
に要求されているのであり，二面これらの収益を公益的
事業として謝ﾎに投資される形態をとっているので，経
済性の事業と公共的事業が同一予蝉の枠において実施さ
れている訳であり，経営の複雑性と技術的困難が存在し
ているものと考えられる。

すなわち林野庁長官は農林大臣の指揮監督を受け，国

有林の使命を達成すべく努力しなければならないのであ
り，会社の社長とは本質的に異なるものである。

すなわちこれを更に換言すれば国有林野経営の目的が

会社経営と本質的に異なり，国民監視のうちに顎業を公

垂
」

Iわが国国有林制度と行政監督

わが国国有林の由来については今更説明するまでもな

く徳川蕊府当時における大名諸侯によって統轄されてい

た森林が明治維新の大政奉還の際官林となり，国有林と
呼ばれるようになったものが大部分である。また明治の

御代に民法によって所有権が確立せられるようになって

から，その所有が判明しなかったものを整理して国有林

と民有林の区別が明確にされたものである。

明治の初期はわが国の人口密度は少く人口3千万人程

度と推定されている。従って付近に人家のないいわゆる

人里離れた森林は国赫として管理されるようになった
ものもあると想像される。すなわち土地の所有は未開の

時代に共通的な現象であるが，農地も林地も一種の先収
特権による独占が所有権に移行したものと考えられるも

のもある。まれなケースとしては明治初年からいまだに

読争地として記載され，その森林の所有が判然とせず暫
定的に国有地として登録されているものも存在している

が，以上のような変遷によってわが国の森林ば明治時代

に民有と国有の区分が一応明確にされ管理されて来て現
在に至ったものである。

このように所有権の確立過程をたどって土地所有の変

遷は明治の頃から幾多の先輩及び国民の総意によって是
認されて来た森林であり勿論今更異論があるはずがない

のである。

しかるに一部にはこの国有林をすべて民有にすべきで

あると称えるものがあるようであるが，これば認識ド足
も甚だしいといわざるを得ない。

これらの誤解を解くために国有林経営が国民経済全般

にいかに貢献しつつあり，また国有林を民有林にした場

合に国民経済にどのような影響を与えるかについては本
論において詳述したいと思う。

、

＆

《
』
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小松；わが国国有林の本質を論ず

平に推進しなければならない所に事業内容の鐵厭的複雑

性と困難性が存在し，実行責任者の技術的手腕は勿論高

潔な人格と外圧に対する行政的手腕が要請される所以で

ある。

以上はわが国国有林は行政跨爵の下に国有林のための

国有林でなく，国民のための国有林として運営されてい

る現状について述べたのであるが，これより国有稀雪営

がいかなる照讃を有し，永久にこの存在が必要であるか

について詳細に論述して行きたい。

第1表

針葉林 ’ 針広混交林

面積|蓄積

広葉林

面積|蓄穣面積|蓄積

3塁卿|‘罵藏’
万町

619
百万石
627

万町
145

百万石
287

これを更に用薪月晒稜蓄積の概略を推定すれば第2表

となる。

第2表

用材林 薪炭林 合 計

面積|蓄積面積|蓄積面積蓄積
Ⅲわが国国有林経営の本質

わが国国有林経営はその経営目的が本質的に私有林と

異なるものであるが,更に内容的に国有称経営そのもの
の特質と事業菱資の効果及び国民の産業経済についての

影響の三つに分類して説明しようと思う。

「国有林事業は国営なる力轍に税金を納めずに独善的

に事業を推進し国民経済に何等の効果を及ぼさぬもので

あり，会社経営や私経営のように税金を納スすべきであ

る」と主張する人が若干存在するようであるが，このよ

うな人は国有林事業の内容を全く知らないために生ずる

認識不足であり，このような思想，観念が全く根本的に

燭違っているものといわざるを得ない。

すなわち昭和28年度の予蝉内容を象ても約300億門

の予算に対して1/3以上の人夫論を支払い国民を間接的

に潤している事実は国民経済的に象て等閑視出来ないで
あろう｡この外に地方交付金を支出し，約10億円余り

･の官行造林及び治山事業を実行し，一般会計に繰入れ大

約20数億円となり国民経済的に稗益する所が大きいも
のである。

今仮りにこの国有林を私有林にするとすれば大資本家

の利益を助長するだけの結果となり，農山村経済はます

ます困窮することとなるであろう。現在2倍の面積を有

する私有林の租税収スは昭和26年度統計によれば山林
相続税，所得税の合計が約16億円程度と推計せられて

､､るが，もしこの額が正しいとすれば林業部門における

昭和28年の国庫補助金(民有林に対して）は約200億円

となっており,私有林に対して国家的には赤字の”負
担となっているのである。すなわち以上のよう陣農山村

驫町|‘,認石' .〃|謬荷|'｡,3w"
百万石

1,977

相続が30年に一庭行われるものと仮定し，クラーゼ

ル式によって用材林3拳池40町歩1年から40年生まで

の法正林として立木評価額を算出すればAi=(An-c)x

g~+､6-1Z+2團赫Et"+40=1075万円とな
り，第2表の用材林455万町歩では12,227侭調とな

り，現実林は収穫表の3割減とすれば凡そ70％となり

8,559億円(認聯:繩謝て)となる｡講談林は石
当り立木価絡60円と想定すれば第2表より726×60＝

436慌渦合計8,995億円となる。

蓑た用材林の地価を平均町当り4万円，薪鐡を1万

円と仮定すれば森休の地価は用凋林1,820億円講読林

681億円計2,501億円(縛鑪W欝鰡鴎雛窺
漣懸閏繍蕾瀞賎籍蕊つ)となり,林地と立木
の合骨博伽額は11,496億円となる。

沙

また林業統計要覧より･山林所有階層別所有者数,面積

の概数は次の通りである。
ノ

第3表 単位千人j万町歩

へ

雪

今

昌一ゴ

50町歩

熱驫 議
451261421 ｣401256|26Ol1"053129215,6"|!輌聴

における労鰯者にとってもまた国家財政的見地からして 今1町未満の相続税を零とし，1町から20町歩まで

も国有林の存在の漕議は充分に存在しているものと考え を20％，それ以上を40％の相続税が賦課されるものと
られる。 仮定すれば1関渉より19間]歩まで572万町歩, 20町
また次に璋有林の租税収入は16億円よりはるかに上 歩以上404万町歩となり6：4の比率となる。しかし

廻り次のような想定が正しいとした場合について考察を て1町歩未満を除いた面積は全体の84％に相当する。
進めて欺よう。 前記合計評価額の1/30は378億円となり378×0.6

すなわち昭和23年赫識言懐随より私有林の面積， ×0.2×0.84-51 378×0.4×0.4×0.84=39が相識：
蓄積をみると第1表の通りである。 の年収見込額となり，合計90億円となる。

ノ
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小．松：わが国国有林の本質を論ず

また私有林の伐採量6,116万石，薪炭林の伐採量7， 者のためには有利であるとも考えられる所以である。
639万石〔昭23,林業統計要覧122頁）としてその山林所 以上により国有制経営が民有ﾎｨ経営よりいかに国牽
得税を概算すると用材林の立木価格を石900円，薪炭林 済全般のために有利であるかについて述べたのであるが
の立木価格を100円と想定して認IX入を推定すれば626 これより国有林の本質的露を三つに分類して更に具蕪
億円となる。しかして累進税率をﾗ笥葱して30％とすれ 的に説明して行こうと思う。

ぱその所得税は188億円となるGすなわち相続税，所得 1．国家目的による合理的茄擁

税合計は278億円となる。 わが国国有林経営の本質的特徴として考えられるうち
もしこの278億円が計弊上の租税収入として正しいも には木材収穫保続の原則がある。すなわち森林が保続的，

のとしても国民一般は過小申告によって税負担額を減少 原則によって施業せられる結果生産保続が可能となり，
しようとする傾向があるので,実際に徴集される額は良 またこの結果材価の安定によって国民経済の安定が期待
くみても60％程度であろうと推測される。すなわち せられる。また生産性の原則によって施業せられる結果
60％とすればその収入額は186億円程度になる。 与えられたわが国の森林面積に鼈いて最大可能生産量が

これに対して国家の財政支出を染ると200億程度の財 麹待せられる。

政投擬がされるとしても国家的見地から見れば]4億円 更に奥地林の開発が毎年計画的に実施せられ，生産力
の国家財政の赤字負担となる。 の衰えつつある老令過熱林分の生産力を高め得る等の生

しかしてこれらの民有林の収入の85％は大資寿家の 産技術的特質を備えている。これを更に数字的に詳しく
収入として独専されて了う結果となるが，もしこれら民 説明すれば次の通りとなる。
､有林を国有林として経営するならば700億円の収入は優 すなわち国有林の経営案は森林をすべて用材林と薪炭
に期待出来るし700億円の財政支出が缶つれ1/3の230 林に分け，原則的には].経営区1経営案で択伐作業級，
億円の人夫給が支払われ，農山村の労働力が多くの公共 皆胸作業級に分類し，毎年の成長壁を収穫する方法を採
事業のため潤される綣果となるであろう。すなわちむし 用している。
ろ民有林を国有林経営にした方が農山村の窮迫した労働 、今林野庁所管の国有林を針広別にその蓄積成長量をみ

第 4 表

〃

霊

q

ー

’１
１ 「

成長量]n3蓄 積 れT3(ha)積面

蚕一雨T蔦~｢針｜底｜就一総数|人工林圃雪立袖| 計 |際地
｜‘…‘…，4"|…."小｡｡…7,7331 727,88372， 524， 12,

7,732,2526”83,861932,8245.851,037391,

かれて行くことは一つの大きな購識であるともいえるのると第4表の如くなっている。 、

逢亜掴|無立趣| 計|隣地l
丙壺二手雨"|"塾"半"‘,"|")"|壷‘"‘|翌

《
」 昭和27年統計によれば国有林における侭採量は用材 である。

林3,126万石，薪炭林1,548万石（国有林，民有林合 侶）生産性の原則
計伐採量は用材128,45万石，薪炭材8,216万石，計 私有林における経営は経濁生の原則に従って経営せら
21,061万石となっている）となり成鋒蓋4,582万石に れるが，国有林の経営は国家的見地にたって経済性の原
対して･f…は4,674万石となっている。 この誕字を 〈則は第二義的に識意せられている。
見ると成長量と｛癖量とは凡同一である。すなわち，わ すなわち織斉的伐期の短伐期iこよる茄鐸によら-談生産
が国現在の国有林事業ば成長量法によって収穫を謎農し 力最大の長伐期施業方式を採用している。このことによ
森林の生産保続をなさんとしているものであり，森林の 。切る土地生産力の影響について収穫表によって各種伐期に
保続作業をする上にはきわめて堅実なやり方であるとい よる千年間廻転施業した場合の収穫材積を計算すれば第
える。勿論溌在の国有林は非常に不潅正な森林であり， 5表の通り.となる。
これを浦進的に徐灸に法正な森休に導かんとして茄諜し 次にわが国国有林人工造淋面積は統計要覧よりみると
ている訳である。 明治年代の造林面積252,453町，大正年代307,146町，

成長量法による収穫鍵監は見方によっては毎年の成長 昭和年代494,390,町（昭和23年より1年2万町歩と推定）
量だけ伐って行くのであるから森林の鑿裁は増加し得な 計1,053,989町歩（1952年4月林業技術ｴ22号参照）とな
いという欠点を有するが，この収穫錘豐を確尭こやって っている。
行くならば蓄積を減少することがなく漸次法正状態に導 わが国国有林における明治初年より昭和23年末まで
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の捜魎別人工造隊面積は第6表①の通りであり，“業技 千町歩を材祷反種鍵多の伐期と織斉伐期によって加鐸す
術122号)，国有林の地位別面種比率を名古屋営林局管内 る場合を仮定し毎年の材積の差額を計算すれば
新城営林署段戸国有林(1950年9月名古屋営紘局報承どり第 （1,054,000÷100)×1,101×3.6＝虹,79q高となる，
2巻第4号32頁）と同棲であるとすれば江等25.1％，虹 また将来の人工造満地が国存休置賎の40％になると
箏池74.9％として材調|又礎最大の伐期と経済伐期によ すれば3,156千町歩となり，同様に毎竿の材積の差額を
つて千年剛礫した場合の材積を求め，この二つの伐期 計算すれば
による経営によって1年間に生ずる棚貰の藷を計算す 31,560×ﾕ,101×3.6＝125,093石となる。
れぱ第6表の通りとなる。 すなわち材誤Ⅸ種鍵多の輪瞳期による国有林の加漂に

すなわち人工造杯地ﾕ00"歩で千年間に847立方米と よれば民間における経濱的蝉潮の菰諜より現在癖三42
なり，更に本表中からまつ，とどまつ，その他広葉樹の 千石の櫛童が行われている事となり，将来においては毎
分を30％とすれば実際には84"立方米の1.3倍，すな 年125千石の増加生産が鰯待される結果となる。
わちユ,101m3となり，厳密挺は100町歩で1年間に改 わが国の森林面稜は2,495万町歩であり，年を木材の
算すれば1,101m3だけ材樹倶穫最多の伐謝による茄葉 需要量は糊Hする一方で，しかも木材の自給自足の必要
の方が臘鑛的伐期による加喋より木材生産が多い瀧深と を呼ばれているわが国澗築においては経済的伐期による
なる。今明治，大正，昭和年代の既往人工造赫地1,054 民有制経営より材識晦鑿貴多の伐期による国有味の経営
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小松：わが国国有林の本質を論ず
一ー

零細錨莫の訴肯数は90％前後であり，その所有面穣は

30％前後である。私有林においては1戸当り10町歩位

蓑での所育者は自己労力によって働くので実際には賃金

として支払われない労働が加わっていることになる。

しかして私有林纒営はどこまでも縄斉渡鐙を考えてい

るので，国有材経営のように国率済の福祉と公益的事

業を広く実行したり，寵籍行為による収益を完全に零に

なる程広範な造林が行われず，また治山，土木等の事業

も広範に行われないであろう。

国有林蕊錐は個人や会社経営のように税金は納めない

ので一見国有林は国長雛薗斉に大きな貢献をしていないよ

うな錯覚を起し易いのであるが,昭和28年庭予算によっ

て象ても総予算(30q億円)の1/3は労銀として菱弘い，
この労銀の15％が源泉徴集されると15億円の所得の

間接税の収入が推定されるし，市町村交代金約3.2億円

職員俸識等手当約32.4億円の税額4.9億語，計23.1億

円の間接税を納入している結果となり，この外他会計に

22.9億円を繰入れているのであって国有林事業が国醗蚤

済にいかに寄与しているかが窮われるであろう。（第5
次国有林統計246頁）

また各種事業の国民経済的公益的効果について見るな

らば林道費34.7億円，治山事業費8.9億円,造林菱8.4
億円，官行造林費1.2億円，伐禺費39.7億，計92.9億
円に昇り，これらほ地方産業の発達，災害の未然防止，

や公益的経済等に直接間接に役立ち，窮極的に臓国民経
済を潤おしているのである。

このようにして先にも述べた通り造林事業においては

私有林では造林しないような経済的な見透しの悪いよう

な造休すなわち収支トントンというような造林事業まで
積極的に実行し国民の福祉増進に努力することは国有林

の特徴であると考えられる。また治山事業や林道事業等
も‘公益的にかつ森林の保続生産を主体としたいわゆる公

共事業的性緒の開発をも実行していお。更にまた林産物
処分においても単なる投棲的経済事業としてでなくいわ

ゆる保読隼應により年との木材生産の均衡を図り以って

不用の木材価緒の謄貴や暴落を防ぎ，価絡の安定iこよる

基礎産業の髪定と国民経済の安定を図っている。このよ

うにして基礎産業の直接，間接的な保護をなし，国民経

済に寄与する所が非常に大きいものである。

今755万町歩の国有林を全部私有林にしたとするなら

ばいたずらに前記事業が極端に塵縮され,個人の利益勘

定の承の増大を図る結果森林の開発は遅れ森林ば荒廃し

失業者は続出する結果となるばかりでなく，刺譲部門の

国庫補助金の増額を必要とし，他産業に従事する国民の
納税負担が増大する結果となるであろう。しかして林産
物が個人の利益の承を追求する結果木材の需給関係I燕L

が↓､かに生産的であり，重要であるかは以上により容易

に理解しうることであろう。この意味においても国有林

経営の本質的価値が存在するものと考えられる。

③奥地林の合理的開発

奥地犬面積の開発には国有林のような大鐵莫な所有形
態は最も適しているということは古くから-殻に寵あら

れてきている。 ・

零細な所有の集合体では林道建設等には出資の負担の

協定等が簡単に縄まらない事は容易に想像される所であ
る。

すなわち旺孫ﾛ28年度における開発伏況を国有林755

万町歩，民有林大約1,701万町歩の森林面積に対して国

有林においては34．7催網の私道鐙を国有林野蹄I会計
の予算の範囲内で自ら負担し開発しているのに，民有林

においては繩首施設費補助21．8億円，林道施設災害復

旧琴裳識補助7．9億円，計29．7億円の国庫補助を行
っている。すなわち民有林の開発はこの補恥会が交付さ

れないと森林が開発されない。国有林の面積は鴎有林の

1/2以下であるのにこのように識迩的な開発が自己負坦
によって行われているのである。しかるに国有林を全都

民有林にしたどして同様な開発を実施するとするならば

他鐸の税収より国庫補助として17．4億円を増加しな

ければならないことになる。

奥地隊の合理的開発を国家的見地から実施するにはこ

のように国有林が現在のように存在していることは国家

政策的にきわめて深い意義があるものと考えられる。
このような観点に立って考えても国有林経営の特質が

明確に理解されるであろう。

2．株業収益の没下事業による効果

a・国有林事業の国民経済的効果

国有林経営は聴劉会計制度が採用されているが会社経

営と本便的に異なるものである。すなわち会往経営はど
こまでも利潤の追求のための経営が根本原則となってい

るが，林野特別会計は企業合理化による収入の増加への

鐵｝ず的努力をすることは勿論であるが，これによって得
られた収入を沫道事業に投入し，あるいは治山事業に更

に民間にあっては造林しないような宮行造林とか収支1、

ントンというような造林事業まで広範に実行しているの

である。す熊わち収益を完全に蕊桑に投入し，企業利潤

を第二義的に考えてもっぱら公益と国民の福祉増進に重

点をおいて施業している。すなわち国有林経営事業の実
行によって約百億円の労銀が使用され零細な林業労働者
19万人が恩恵に浴している訳である。

私有林は国有林と比較し面積は約2倍，伐採量は約5
倍と考えられているがﾎ礫労働者侭27万人と考えられ
ている。夷漂には私有林め所盲者臆5町歩以下の非常に
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れ木材価格の暴騰暴落の現象を招来し，弱小盗本は次灸

と倒産し惹いてばわが国における墓顛駆崖織危潴に頻す

る繕果となることは火を見るより明らかな綣果となるで
あろう。

この意味においてもわが国国有林の存在とその挙謁径

営がいかに国時径済的に重要な役割をなしているかは容

易に理解し得られる所である。

b.奉岸技術の提翼

国有林野事業の一貫として林業の科学技術の振興に対

しても予算措置が講ぜられ，職員の献身的努力と相俟っ

て技術の研鍵が続けられ，絶えず木材の増産と事業の合

理化に貢献しつつあることは何人も認める所である。

すなわち科学技術の振興には立派な技術署と予算が必

要なものであることは無論である。

国有林野職員が常に技術の改良と研究に遜進しその効
果を現わしつつあることは明らがである。また国有林野

統計によって承ると昭和28年度に林業試験研究費とし

て2,377万円を支出しており，この外各営林局において

も総計1.7億円の調査費を支出し科学技術の振興に大き

な役割を演じつつあるのであり，国有林の事業経営が実

施せられておるからこそこれを可能ならしめているので
あるといえよう。

c・一股会計に資金繰久れ

とれは前にも一寸述べたのであるが，昭和28年度予

算を見ると約2.3億円を閏撫饒資金に繰入れ，主とし

て&罐調整資金として各県に交付し零綱な蒻燕流者の幼

令林分の伐採を抑制する資金として但荊に貸与して逼迫

せる農山村経済を救済する礎石としている。惹いては森
林生産の維待埼筐にいかに役立っているかは一般に容認

、されている所である。

このような金融擶壷は真に農山村の鍵罵と森林生産力

の培養を主眼としているのであり，金融機関のように営
利を目的としていない所に方舜勺毒が存庄するものと
考えられる。

このような民有林行政は国有林が存在すればこそ可能

となっているのであり，この他多くの民有林行政として

の予算措磁も国有林の細職があればこそ現在のように円
滑に推進されているのである。ここにおいても国有林の
存在価値は高く評価されても良いと思う。

3．国民福祉及び産業経済への貢献

わが国国有林野がi華地方鰈経済のために特別に利
用される措置が識ぜられ,直接間接に地方産業経済乃至
は国民産業経済に貢献しつつある。

第5次国有林野統計によって林野の利用状況を承ると
第7表の通りである。

このように国有林の48％までが地方産業経済乃至は
国民の福祉増進，国土保安，国民保健の用に供せられて

いることは明らか

’な事実であり，国

有林が有形鴻彦に

一般国民のお役に

立っていることは

今更論を侯たな

い。

本項においては

国民福祉及び公益

地方産業経漬への

貢献その他地元産

業の保護の三つに

大別して国有林経

営がよって及ぼす

影響についてその

概要を説明したい

と思う。

（1）国民福祉

及び公益

国有林管理方式

が国民の福祉増進

第 7 表

’
首

面稜町ゅ

利用区分
一

■

’総 鍍

;|
委 託 林

簡易委託林

共用林野

共用林野見込地

部 分 林

保 安 林

保安林見込地

国立公園

国立公園見込地

天然記念物史蹟名勝

官地民木林

耕地支障木伐採帯

国有林野総面積

国有林野総面積比

3,628,774

109,427

56,170

10，989

42，318

50,841

1,265,714

428,777

42，885

43，912

798,978

105,095

696,147

34,811

46，237

5，524

426

7,553,124

48％

《
ご

■

，

乃至国民の保健衛生等国民経済を超越したいわゆる公益
を第一目的としている。

すなわち国立公園,天然記念物史蹟名勝及び風致保安
林等その面積は大約90万町歩に及んでいる。すなわち

国有林全面積の約12％に及んでいる。

しかしてこれらの森林の施業は天然の榊目を出来るだ

け維持して行くように天然の美観を後世に永く保残しよ

うとしている。もちろんこのような森林の寂扱は経浩的

概念を超越し，国民全般に慰安の場所を提供しているも

のである。

このような事業は国有林のような形でなければその機

能を充分発揮し得ないであろう。

このような森林の施業をなしつつあることも国有林の

一つの特質として数えても良いものと考えられる。

また180万町歩に及ぶ保安林そのものが国民を災害の

危険から救い，国民の産業経済に間接的に貢献している
所が大きいものと考えられる。

このような森林の取扱が治山治水にもまた観光日本に

も一つの威力を与えている事臓事実であろう。

侭）地元産業の保護

前表のように約183万町歩に及んでいる委託林，共用

林野及び部分林は確かに地元当業の保護に大きな役割を
なしている。

しかしこれらの存在が国有林の本然の姿として今後増

大して行くべきであるかどうかについては疑問点がない

q
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策ではないと考えられる。

国有林における部分林，委託林制度は国民全般に公平

という観点から染て地方産業の基本的救済制度として本

質的に取上げるべきものでばなく，林業政策的にて現段

階においては政策的な弱点を当面補強する便法手段とし

て実施せられているのであって，国民一殻がこのことを

良く認識して国有林開放論等飛躍すること‘は木末顛倒で

あ為といわざるを得ない。すなわち部分林，委託林は廃

止しうれば廃止して別途の対策を樹立することの方が本

筋であることを再認識すべきであろう。

童たもしこのよ．うに国有林野を民間に利用させること

が原則的に理想的であるとするならば国有林の存在を否

定するに近いものである。

国有林野そのものが国民のためになるのは国民の福祉

保健，衛生等の公益的効果であるのである。保安林の効

果等は経済の間接的効用もあるが，国有林野そのものを

民間に利用させることが産業経済に直接本然の姿におい

てその効果を発揮しているものと見るのほ妥当ではな

い。ただ現段階においては共用林野，部分林の設定が政

策の一時補強対策として考えられているのであって，こ

れが地元経済に非常に役立っていると見ることが妥当で

あると信ずる。

（3）その他産業経済の保護

その他産業経濱の保護の事業として民有林官行造林及

び市町村交付金がある。

すなわち民有林官行造林は市町村有林に対して国が造

林をなしてその収穫を一定の歩合に分収する制度で行わ

れるものである。

このような山林は市町村としては経済事情から造林に

採算性がないというので造林を放置している森林に国が

造林してその収額を分けてやろうというのが狙いで国の

方ばむしろ経済的に赤字でも強行しようというものであ

り，国有林が存在しその収益があればこそこういう事業

が実行出来るのであってこのことが国有林の一つの特質

と考えられる。

昭和28年度国有林予算総額約300億円に対して3．2

億円の市町村交付金を国有林野所在の地元市町村に給付

されている。

とも角国有赫蕊薬は一方では収入の増強を計ると共に

治山，趨氷,土木関傷篝諺馨等に緬豹に設蜜をなし題斉

的に収益が零になるまで公益肖鱈諺農を実施している。す

なわちこれらの蕊縫に総予算の約65％を投入している。

このうち大約30％が人夫賃として支禺せられている。

これを換言すれば総予蟻約300億円に対して1/3すなわ

ち約百億円が人夫給として支出せられているのである。

すなわちこれらの恩恵は地元山村経済に稗益する所き

ではない。

すなわちこれらの設定が経済的に国有林側に有利であ

るか，逆に造林者側に有利であるかどうかである。

もし造林者に有利なものであれば一般国民に機会均等

であるかどうか，またその極地の特殊事業が客観的に必

要条件を具備しているかどうかである。

風船玉のゴムの薄い部分や場所的に大きな圧力が加つ

た部分にの象これらの設定が拡がって来るようなことが

あるとすればもちろん国民全般からみて必ずしも適切な

手段であるとは考えられないものである。

山村経涜の救済ほ過剰労動力の恒久対策であるべきで

ある。

何左記念の造休であるという名目の下にこれらの設定

が特定な個人や団体に利権を与える手段として利用され

るものであるとするならば国民全般に対する林業施策と

しては歓迎すべからざるものであるといえよう。

造林者に対して正当な労銀を与えるような方式になっ

ておれば問題ばないのであるが，とも角この分収歩合に

ついては今後研究を要するものと思う。

すなわち伐期に一度に支払う場合においては未拙労銀

に対して複利昔障で決定すれば良いのであろう.と考えら

れる。現在の部分林制度は伐期収入による歩合によって

分けることになっているが，伐期収入に対する週ﾎ費の

歩合は地位によって非常に差異があり，伐採の時期の相

違によって非常に変化するものであり，普遍的に規定す

ることは事実上不可能に近い困難性が存在している。

すなわちこの技術的改善策としては爾今契約の分に対

しては伐期収入のいかんにかかわらず伐期における労銀

に対して伐期まで－定の利率による複利計算によって支

払うような制度に改定して行くことも一つの方法であろ

うと考えられる。

すなわちわが国国有林の本質たる国民産業経済,公益

国民福祉増進に機会均等，公平であらねばならず国有林

の本質的観点から正しく桑れぱ部分林，委託林について

分収歩合制度を林業経済的に再検討をするか，分収歩合

を正当な労銀勘定にするようなことも考慮の必要がある

であろう。

現在結果的にゑて造林者に甘い分収歩合が実施されて

いるためにこの事が国有林開放の導火線になっているも

のとすれば，国有林をあずかっている側としても国民的

な側からしてもこれを冷静に考えてみる必要があろう。

典に地元産業を救浩する道は政府の産業行政点策によ

って開かれるべきである。すなわち基礎産業物資の需給

調節，労働者対策,農山村における農林業に対して綜合

的に租税政策を樹立することが基本対策として考えられ

るべきであって，いたずらにこれらの設定が本質的打解
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を
乱
伐
し
た
か
ら
洪
水
の
出
が
早
く
な
っ
た
と
云
う
。
若
し
こ
の
た
め
に
水
が
と
ど

こ
う
ら
な
く
て
早
く
出
る
と
云
う
の
な
ら
、
雨
が
降
っ
た
ら
河
の
水
位
は
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
く
る
と

云
う
こ
と
ば
考
え
ら
れ
る
。
河
を
横
切
っ
て
貯
水
池
を
造
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
深
い
池
へ
洪

水
が
流
れ
込
め
ば
こ
れ
ば
重
力
波
と
な
っ
て
進
ん
で
ゆ
く
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
の
流
れ
よ
り
は
余

程
速
い
。
河
沿
い
の
水
遊
場
を
閉
め
て
し
童
え
ば
洪
水
ば
早
く
流
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
イ
ド
画
グ
ラ
ブ

の
両
面
の
急
な
洪
水
は
流
れ
て
ゆ
く
う
ち
に
、
ゆ
る
い
も
の
よ
り
は
早
い
速
さ
で
よ
り
ゆ
る
く
な
っ
て
ゆ

く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
次
灸
と
下
流
へ
河
道
が
狭
め
ら
れ
、
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、
こ
の
ゆ
る
く
な

る
速
さ
は
遅
ら
さ
れ
て
、
ハ
イ
ド
画
グ
ラ
フ
は
な
か
な
か
扁
平
に
な
っ
て
ゆ
か
な
く
な
る
。
こ
れ
が
洪
水

の
流
れ
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
流
れ
方
が
変
っ
て
く
る
の
に
つ
れ
て
そ
の
洪
水
の
最
大
流
量
は
変
つ
、
て

く
る
の
で
あ
っ
た
。

私
が
こ
こ
で
こ
ん
な
話
を
続
け
て
き
た
の
は
、
山
を
乱
伐
し
た
か
ら
水
の
出
が
早
く
な
り
、
そ
れ
ほ
ど

で
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
に
大
き
な
洪
水
に
な
っ
て
驚
い
た
と
云
う
こ
と
な
ど
を
、
も
う
一
度
よ
く
考
え

な
お
し
て
象
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ダ
ム
を
造
る
の
も
、
堤
防
を
造
る
の
も
人
間
の
す
る
こ
と
で

あ
る
。
私
達
は
木
材
が
好
し
い
し
、
電
気
や
潅
潤
用
水
も
好
し
い
の
で
あ
る
。
畑
や
水
田
が
そ
う
度
を
氾

濫
を
受
け
て
は
住
象
に
く
い
世
界
は
益
を
住
象
に
く
く
な
る
。
折
角
改
良
さ
れ
た
良
種
の
作
物
や
耕
作
方

法
朧
安
定
し
た
環
境
が
作
ら
れ
な
い
限
り
は
い
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
私
達
の
こ
う
在
り
た
い
、
こ
う

し
た
い
と
云
う
こ
と
が
、
新
し
く
洪
水
を
よ
り
大
き
な
も
の
に
し
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え

予
期
し
た
雨
で
あ
っ
た
と
し
て
も
洪
水
の
最
大
琉
量
は
予
期
以
上
の
も
の
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
今
日
の

水
害
の
根
源
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
が
私
に
朧
気
に
な
っ
て
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

私
達
は
私
達
の
土
地
か
ら
水
か
ら
よ
り
高
い
生
産
を
上
げ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
危
い
基
で
あ

る
か
ら
放
っ
て
お
け
と
云
う
の
で
は
私
達
の
生
活
の
場
は
狭
め
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ど
の
場
合
も
そ

う
で
あ
る
が
、
例
を
一
つ
森
林
に
と
っ
て
み
て
も
実
ば
私
達
は
本
当
に
生
産
を
上
げ
る
と
云
う
こ
と
は
自

分
自
身
で
恒
久
的
な
生
活
の
場
を
創
る
と
云
う
こ
と
で
、
最
も
美
し
い
森
林
が
最
も
生
産
を
上
げ
て
い
る

と
云
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
水
害
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
は
流
域
を
恒
久
的
に
最
も
生
産
の
高
い
生
活
の

場
と
す
る
私
達
の
試
承
の
一
つ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ど
う
し
た
ら
こ
の
問
題
の
解
答
が

得
ら
れ
る
か
が
私
の
今
日
の
問
題
の
一
つ
で
あ
り
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
問
題
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

（
原
文
の
ま
ま
）
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わめて大であるといえる。

もしこれらの国有林を私有に委ねるならばいたずらに

大資本家の利益を境大するのに拍車をかけるだけに終り
真に国民全般の幸福をもたらすことにならないであろ
う。

すなわち国有林が犬資本家の手に落ちたならば経済的
利益穫得の道具として森林を扱い現在の国有林のような
経濱性を度外視したような公益的事業を積極的になし得
ないために地元の無産階級的労働者は現在のような広範

な林業労働の恩恵に浴し得ない結果となることは火をみ
るより明らかである。

Wむすび

以上国有林がわが国行諺轍醗脳上いかなる位置にあり，
どのような行政監督を受けているかを述べ更に国有林の
基本的性絡を備えている国有林野法の蕊的仕組の意義
を明らかにした。

更に国有料経営の特質としての保続性の原則，生産性

の原則,奥地林の合理的開発についての内容を呉体的に
説明し，国有林の本質的特質とこの必要性について述べ
た次第である。

次に国有林野事業が自己の経済性の追究の象でなく，
公益的事業として事畠簿Ⅸ益を澗庭に治山事業に，土木事

業に，またi割ﾎ鐸に，更には科学技砺展興費として地

元産業保謹のためにいかに運営されているかを明らかに

し，国有林鐸の経営の性格を明らかにした。このよう

な国有林事業経営は個人経営ではこのような実行が不可
能なことであり，国有林の真の本麹勺特質が存在する所

以であると信ずるものである。

しかして国有林が政府と国会監視の下に民主的に運営

され，かつ国民全般の公益と福祉増進のためにかつまた

地元鐸保謹のためにいかに役立っているかについて述

べ，国有林のﾌﾎ鐘を明らかにし国有林の存在の必謡生を
明らかにしたものである。

今ここに国有赫径営上における粛醗業技掘灼“と国
有林鑛錘営上の効果とに分類して識俄すれば次の通
りである。

すなわち国有制経営上における純制諜陵術上の特徴を
y臘皇すれば次の通りである。

（1）林業の生産保統原則によって施業せられる結果木
材需給調節が必然的に行われ，価絡を自ら安定させ
る作用をなしている。

（2）国有林経営が林業生産性の原則によって伐期収穫

最大の伐期によって施業せられる結果現在国有林に
おいて年盈4万石の増産となっており，将来は年を
12万石の増産となる可能性を有している。

へ

－〃
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な
い
。
し
か
し
若
し
何
か
関
心
を
お
持
ち
に
な
っ
た
ら
少
し
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
御
気
付
の

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
一
つ
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
る
。

一
つ
の
洪
水
の
最
大
流
量
と
い
う
の
は
、
或
る
雨
で
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
洪
水
の
な
か
で
最
も
大
き
な
流

逢
の
こ
と
で
あ
る
。
厳
密
に
い
う
と
多
少
違
う
の
で
あ
る
が
、
最
も
高
い
水
位
の
と
き
の
流
鍛
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
流
量
と
い
う
の
は
或
る
単
位
時
間
に
河
の
或
る
断
面
を
流
れ
る
水
量
を
い
う
の
で
あ
っ

て
、
普
通
一
秒
間
に
流
下
す
る
水
の
容
積
で
現
わ
し
て
い
る
。
雨
が
降
り
始
め
る
と
河
の
水
嵩
は
次
蕊
に

筒
く
な
っ
て
く
る
、
段
煮
と
水
位
の
昇
り
方
が
急
に
な
り
、
そ
の
う
ち
に
今
に
は
叉
緩
る
く
な
っ
て
、
最

高
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
は
前
の
途
を
逆
に
く
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
昇
る
方
は
降
る
よ
り
も
一
般
に
勾
配

が
急
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
波
型
の
曲
線
を
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
と
云
う
。
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
は
水
の
田

て
く
る
工
合
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
雨
が
降
っ
て
直
ぐ
水
が
出
る
な
ら
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ラ
フ
の
前
面
の
勾
配

は
き
つ
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
広
い
と
こ
ろ
に
氾
濫
す
る
な
ら
ば
勾
配
は
ゆ
る
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
河
道

が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
か
、
手
入
れ
が
よ
い
と
、
ハ
イ
ド
ロ
ど
フ
フ
は
流
れ
る
の
に
従
っ
て
急

に
ゆ
る
く
な
る
。
或
る
地
点
で
得
ら
れ
る
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
ブ
を
よ
く
調
べ
て
承
る
と
、
特
に
或
る
長
い
期

間
に
つ
い
て
経
過
的
に
こ
れ
を
み
て
い
る
と
、
こ
れ
は
い
つ
で
も
同
じ
で
は
な
い
。
同
じ
雨
が
け
っ
し
て

二
度
と
は
降
ら
な
い
よ
う
に
同
じ
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
は
得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
を
経
過
的
に
よ
く
調

べ
て
ふ
る
と
、
け
っ
し
て
同
じ
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
確
か
に
か
な
り
な
幅
で
変
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
或
る
場
合
に
は
そ
の
変
り
方
に
一
つ
の
傾
向
の
承
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
の
両
面

一

～

想－随
一
水
害
と
い
う
爾
恥
の

近
頃
私
の
気
に
な
っ
て
い
る
問
題
の
一
つ
に
、
或
る
洪

水
の
最
大
流
量
と
云
う
の
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
と
云
う
の
が
あ
る
。
初
め
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
書

き
出
し
た
の
で
は
諸
君
の
方
に
は
或
い
は
一
体
何
を
云
っ

て
い
る
の
か
判
ら
な
い
と
云
わ
れ
る
方
が
あ
る
か
も
し
れ

蛙
つ
た
ら
少
し
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
御
気
付
の

《
← ✩

安
藝
皎
一

（
三
○
・
六
・
二
九
受
理
）
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（8）奥馳林の漸進的な開発が露有林の場合より順調に 野描下げ等の国有林の事業収入の減少を来たすような経
行われる。これによって老令過熱林分の更新が民有 営規模の縮少換言すれば財源たる林地の減少はこれらの
林の場合より促進浄れ成長量は増加し称地の生産力 機能を縮小する結果となり国民全般のために好ましくな
は増犬する。 い。国有林野そのものの？露が国民の福祉墳進，保健衛

国有林野事講璽営との効果としては林業収益を効果的 生乃至は地方産業に役立っている。 ．
3こ投資することにより次のような利点があげられる。 （印す厳わ‘ら保安林，国立公園，史蹟名称，天然記念
（御治山治水等の公共的事業を民有林の場合より積極 物等は国民一般に福祉増進,保健衛生上に及ぼす影

的に行うことによって農山村における労働力を吸収 響は大きく更に保安林等は災害防止の騨昌をなし公
しまた間接的治山効果を農山村に及ぼしている。

益と産業経済に間鐵勺に役立っている。 ．
〈5）奥地林開発等の土木事業が可能な限り大巾に行わ

⑩委託林野,共用林野，及び部分林等は農林業の一
れる結果農山村の過剰労働力を吸収して国民経済に

貢した租税政策等経濱政策に対する弱点を補強する
好影響を及ぼしている。

手段として利用されているので，現在貧弱な地元産
､(6)適地適木主義の造林を林地の許す限り積極的に行

う（純技術的造林）外，経済的に余剰収益が期待出 業乃至は窮迫せる地方経済を救済し，山村における

来ないような林地に対しても経費の許す限り広範に 国民丈化水準のたる象を効果的に修正する役割を果

造林（公共事業的造林）を推進し農山村経済を潤お しつつある。

している。 以上のように国有林の使命は重大であり，これらの機

（7）林業試胤蹴『究費にも多額の経費を支出し，称業の 能を発揮しつつあることは国有林の本質であり，国有林

発達に貢献している。 でなければ不可能な事柄である。したがって国有林の以

（8）林野特別会計より一般会計に年々20数億円を繰 上の有効的特質とその機能を減少させることがないよう

入れ国家財政を潤し，国民経済に貢献している。 に国有林野を温存して行くことは国民の幸福のためにも
この仏)より⑧の事業効果を減退せしめないためにも林 必要壬あると信ずる。 （終）
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全国乾椎茸品評会に

％ 出品された稚茸を観て
ノ

◇

合
口何

評

会 伊藤清三
場
曹 （30.6.”露里〕

；，全体的には産地である大分県，熊本県，静岡県等

粒であったが，宮城，長野県のように産地として知
りで，全体的には産地である大分ﾂ展，熊本采，瀞|瑚架豊等

が優位であったが，宮城，長野県のように産地として知
恒例の全国乾椎茸品評会は林野庁，日本椎茸農業協同 られていない県の出品物でも産地の出品物と譲争して比

組合連合会,全国椎茸生産団体連絡協議会共催の下に6 鮫的良好な成績を見たのは前に述べた生産技術(乾燥を
即3-4の2日間,東京都千代田区大尹ﾖrの崖業会館に 含む)出品技術が鱒丘したことを蕊鍔している.
おいて極めて盛会裡に行われた。品評会の出品ともなれ ，ちなみに椎岸の生重量がどの位あって，海外への輪出
ば各生産者は選択に選択を重ねたと見えて市場ではなか はどういう状況にあるかを林野庁調査の数字で示すと次
なか見られないような繊煎いで，審査員の話によると審 の通りである。 生産量 輪出量
査に当っては甲乙がつけがたいものがあったと。つまり 昭和26 557千賃 277千貢
このことは本年の出品物は昨年に引続いて天候が異状で 27 705 . 386
全般的には品質が低下していた（地域によって本年早期 28 740 389
の適涜髄雨によって一斉に篝したがその街洞が続いた 29 690（推） 230
ので)が生産技術,出品技術は何れ 第3回全国乾椎茸品評会県別，等級別出品数

一
三
Ｐ

■

も接近したことを証明している。
なるほど素人では二等以上の賞に
入つたものほ全く甲乙をつけがた

く，柴田長官を案内した私も長官
から質問されるたびに薄氷をわた
る思いをしたのが事実である'。

しかし，どんな椎茸を「良」と
するかを知っていればなるほどと

いうことになる。このI品課会で良

い椎茸とは輸出向の商品価値(善
シン

信では多少内地取引の慣習を加味
した）の大きいものをいい，その

大きい順に品等をつけたものであ

るという。商品価値とはどんなも
のかというと，これはドンコ，天

白ドン萱，コウシン等の銘柄別に
よって異なっているので一概には

いえない。それでここでは権津の
どんな点が基準となって良否が決
められるか､という点を述べると，

ﾎ鱈に虫害とカビが有るかどうか

鴬鎧欝鰯灘蕊
揃い，個ムの茸の重堂等で判別さ
れるのである。

このような基準によって格付さ
れたが，これを銘柄別，府県別に
出品数とその成績を見ると次の通

’
１
１
１
１
１
７

参
・

１
１
１
３
１
１

参
１

北海道

富蔚
秋田
福島

鳶奈儲
新潟
石川
山梨
長野
静岡
愛知
三重
京都
兵庫
和歌山
島根
岡山
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本会第8回通常総会は去る5月28

日午前10時から森林記念館会議室

において開催来賓として参議院議

員三浦辰雄氏，本会からは松ﾉl睡事

長以下役員，会員等併せて約70名

’ 蕊
、袴

一

躍銅 垂,炉

息
と 。…

が出席。会議朧理事長の挨拶に次い

で，長野支部植杉哲夫氏が選ばれて

議長となり，議案の審議を終ってか

＝

ニエ

麟
蕊
癖
蘆

陛巷

1

1 _:灘
.宍

可
ら，前27日開催の営林署担当区員
林業技術コンテストの審査発表を行
い，続いてその入選者の表彰と，懸

賞論文，写真コンクールス選者の表
彰式を挙行した。

、午後は次の通り講演と映画の会を
開催した。

講演

スライドによる林木育種の解説

講師東大教授猪熊泰三氏

映画

マツケムシの一生

国有林の機械化

r

媛醤

J爵r篭
今

』

｜

’
弓乏

一？

時 計 の 朧 史

～-､～宮､~､~菅､~､~雲～､~､,､～､'､一◇・~､今へへ,､~－－～~~-ﾍｰｰｰｰｰｰ､'､〆、 、

第8回通常総会決議公告

昭和30年5月28日開催の第8回通粥総会に於て次の通り決議されましたので公告致し堂す。
昭和30年6月24日

会員各位 社団法人日本林業技術協会
理事長松川恭佐

，
記

第1号議案昭和29年度業務報告並に決算報告の件
原案通り承認可決

第2号議案昭和30年度事業方針並に収支予算の件
原案通り可決

第3号議案事務所移転の件
事務所を在地を東京都千代田区六番町七番地に移転することを原案通り可決

第4号議案支部分会整備の件
原案の要調を別記の通り修正して実施することを可決

第5号議案定款の一部変更の件
原案を修正し次の通り変更の件を可決，定款第6条及び第24条を次の通り改める
第6条本会の会員は左の二種とする

1．正会員所定の会費を毎年納入する者
2．特別会員一定額以上の特別会費を納入した者及び所定の特別会議を毎年納入する者

第24条支部は理事会の定めた林業に関する職域及び地域内にある分会を以って織成する
分会ば林業に関する職域叉は地域内の会員を以って組織する

第6号議案会務に関する件
特別会員中所定のI齢I会費を毎年納入する者の会費定額を720円とすることを可決

垂
」
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１
１日本林業技術協会支部分会整備要綱

主 旨

1・ 営林局支部の事務分担の軽減をはかり，国有林関係会員の連蒲に重点をおくようにしたい。

2．都道府県の自主性を高め，且つ民有林関係会員の連綿湖上をばかる。

3．学校関係会員の統一をばかる。

4．国有林，民有林及び学校関係会員の連籍錨調を緊密ならしめる。

措壷

1・営林局単位の支部制を改組し，営林局及び淵瞳府県並に大学に夫倉支部を置く。

イ・営林局支部は本局と所管営林署分会及びその管轄区域内にある林業試験場の地方麦,分場の分会，

その他の出先官庁並びに公共企業体の分会を包含する。

ロ・都道府県支部は本庁と所属支庁,地方事務所並に地方庁の試験場等の分会,及び管下公共団体，民

間団体シ民間会紘等の分会を包含含る･

ハ・大学支部はその大学と所在都道府県内の地方学校の分会を包含する。但しその所在都道府県内に二
つ以上の大学支部がある場合は,地方学校分会の希望により何れの支部に所属してもよいこととする。

二，大学支部のない府県の地方学校の会員は希望する支部に所属する。

2・営林局の所管区域を単位として，支部連合会を且識する。但し北海道にあっては，全道を単位として
組織する。

麦離連合会長及び支部連合会の事務局は，各支部長の協議によって定める。
3．支部に所属しない会員

林野庁,林業試験場浅川分場の会員及び東京都内の民間団体，会社等の会員は本部に直結する。
附 記

この要綱は昭和30年4月1日から実施する。

卸
》

｜

’
■

〃

日本林業技術協会支部及び支部連合会組織一覧表

連合会名 所 属 支 部 名

北海道北海道,北見営林局, igjil営赫局，札幌営林局，帯広営林局，函館営林局，北海道大学

東
奥

北青森営林局，

羽 |秋田営林局，

青森県，岩手県，宮城県，岩手大学

＝

‐
秋田県，山形県，山形大学 I

北関東|前橘営林局,福島采,栃木県,群馬県,薪燕腱,宇都宮大学,新潟大学

廟関東’蕊溌緊車熟議筆
一

長野営林局，長野県，信州だ野果，信州大学

首議錬慧幾禦鶏胤難，静岡県，東京犬学

信
一
中

州

愛知県，岐阜采，部
一
西

名古屋営赫局， 富山県，名古屋大学，妓阜大学

》》鯉
蝶

三
山

〃
〃

》
》職繍関

四 国高知営林局，徳島采，香川県，愛媛県，高知染，松山農科大学，高知大学

大分県，宮崎県，鹿児島采，
九 州|蕊謹轤聡佐賀鶏，…，鰻癖，
(本部直纈（林野庁), C『罐試験場), (都内会社団体）

九州大学

’
－
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第1回営赫署担当区主任の林業技術コンテスト

林野庁の後援を得て，かねてから計画中であった担当区主任の林業鐵侭コンテストは，総会の前日であ
る5月27日午前9時から森林紀念館会議室において開催した。柴田林野庁長官及び石谷業務部長も臨席
されて激励の辞を与えられたので，出演者は一層張り切って熱弁を奮った。日頃の国有林の第一線におい
て努力研鑑している制業技術に関して，そのテーマを20分間の制限時間内において発表し，かつ約5分
間の審査員からの質問に答えることによって，その成績が審査されたのであるが，出演者はさすがに各営
林局からの選り抜きの選士だけあって，いずれも非幣に優れた内容を持ち，審査も困難をきわめた位であ
るが，その結果は別記の通りであった。なお当日の審査員ば次の諸氏である。

審査長 島本貞哉氏

審査員 仰木重蔵氏，原忠平氏，山崎斉氏，小幡進氏，石川健康氏，今関六也氏
宮崎榊氏，平野孝二氏，大久保恭氏，孕石正夫氏

又，出演者は翌を5月29日には午前中，本会において座談会を開催し，午後は都内見学をして散会した。

Ｉ
ｉ

‐

ヨ

●

’

’

林業技術コンテスト発表テーマ並びに審査結果

局｜署 |氏 名' 発表 ﾃ ｰ ﾏ ｜審査結果
東京気田山本仙寒冷造林地の育成について 三席（協会賞）
青森田山畑中福次郎スギ－年生造林についての吟味
札幌定山溪岡本邦光吾が担当する薄別国有林事業について
前橋富岡潴狩俊雄モミ天然生稚樹の狩出しについて
長野長野百瀬行雄赫業技術の推進及び研究 一席(長官賞）
大阪西条奥田耕二収穫業務の一端から見た担当区主任のあり方

…

名古屋小坂平ﾉil松信
高知西条藤本克已
秋田本荘金沢勇治

熊本宮崎高橋直士

北見佐呂間中西弘

帯広弟子屈瀬川与作

函館倶知安､深尾忠

旭川稚内石村正雄

１
１
１

《
』

I

ウ

I

’
’

l
I

(備考本表は発表順）

」
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松川ただ今から開会致します。各局の担当区の方を なく，国の財政や経済の方針に大きく制肘せられ，また

と私どもの，お互に日林協の会員としての座談会という その間に昨年の15号台風により北海道で未曾有の災害
意味で，うちくつろいで何でもお話願います。お話をす を受けたために，その被害整理を主体にした予算編成に

すめる上において今日は，とくに承なさん方の仕事を総 きりかえるという形になったのであります。それにして

括しておられる業務課長の山崎さんにご出席をねがって もやはり造林に重点において，その充実をはかるべく非
おりますので，山崎さんに座長をお願してすすめて頂き 常に大きい努力を払ったつもりでございます。で造林事

たいと存じます。 業の充実拡大にともない結局-霧お骨折りを願うの臓担
山崎この度日本林業捻馴『協会主催で行われました承 当区の方灸であると思うのであり蓑す。現実の問題とし

なさんの林業技術コンテストの発表 て担当区の数をふやし，この増大し

臺餓篭雛蝋|""1 I､~I Iz1鶚臘蕊鱸灘
．‐..…… やらなければならないということが

おりますが，審査された方から詳しくその模様を 現状における非常に大きい問題だと考えているの
伺い室したが,こういう機会を与えられた日本林担営でありますが,ご存知のように定員の増加につい

業技術協会に深くお礼を申し上げ'またお忙がし 当 ては,内閣の人員整理政策がとられている今日で

蝋鐺鰯欝蕊舞蟻讓区林卿梁篭華麓駕罐鰯
ます｡本日この磯会に承なさんから意琿のないご主 てI聡別むずかしい制限はなく,逐次事業とマツ
意見なり，ご希望なりを伺って'今後私たちの仕任署チして適正に増減することはゆるされてはおりま
事を計画し，擢進していく上に非常に参考になる すが，やはりその前提となります担当区官舎の建

のことが多をあるかと考え，期待しているのであり 設という問題になるわけであります。それで, こ

ます。まことに簡単でありますが，頭初にご挨拶 の営繕関係の経費が，また人員の整理と同様な方

識原それでば皮切りとして"_庭山崎蒙体向にあり'私…鋤祷る願と臆及びもつかな
申上げます。

い少額な予算にとどまらざるを得ないために，な

識深長さんから最近の国有林の状勢について，ご かなか必蕊な整備が出来ないのであります。で現
験くあらましをお話し頂き，それをきっかけにいろ 在の担当区におられる方には質量共に，従来より

いる承なさんのご意見を伺ってすすめて頂きたい もきわめて過重な佳事を報貝がいしている現状にを
と思います。なお司会は大久保さんにおれがいし あると私たちも考えているのであります。今後の
たいと思います。

証方向として'造林事業が拡大されるという面から
山崎国有榊寺別会計の仕事の今菫でと，今後 卿睡 担当区の適正な配置，結局ほ増設ということに大

についてきわめて概括的に申上げたいと思います きい関心を寄せ，これの予算化に努力を傾むけな
るが，特別会計が終戦後発足し，その後しばらく26 ければならないと考えております。それから，大

年度ごろまでは大体統制経済の過程になったわけ きく考えるならば直営生産は北海道は別として，
で特月絵計の経理状況も非常によくない環境下にあり， 内地では鏡漠の点において大体行きづまりの点に来てい
直営生産を主体にして生産力充実に主力をおいて事業を て，今後はその事業をいかに合理化するかという点に重
経営していたという過程をとったわけでありますが，統 点がおかれるべきだと考えられるのであります。育成，
制経済がはずれ,･また朝鮮動乱が発生して特別会計の経 保全といい菫すか，それに造林あたりを中心にした仕事
理が急速に好転したのであります。それを一つのぎっか というものが今後質的にも向上し，更に通約にもどんど
けとして戦争中ならびに終戦直後に乱伐し過伐せられ んと大きくなっていくという大きい方向ににあると思い
て，森林の育成という面に力が非常にうすれておったの ますので，そういう点を特に申上げておきまして，今後
を急速にこれをもり返し，国有林の資源の面から象て充 御尽力を希望する次第であります。
実しようという形に事業の大きい方針が変ったわけであ 大久保只今業務課長からお話があったように主とし
りまして，現在もその方針であるというのが大きい特別 て造林事業の拡大，したがって担当区の質的にも量的に
会計の動きであると思い重す。それで30年度において も非常に過重な仕事になって来るというようなことであ
も，事業の中心を造林事業の充実におく考え方で予算編 りますが，それだけに担当区の象なさんの活動に期待す
成をしたのでありますが,その冨宥林事業にしてもり認I るところが非常に大きいのですが,担当区のみなさんと
全計であるとはいえ非常に自由にできるというわけでは して管蕊罹嗣責，予算，茄殻等の問題，あるいば事務的に
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座談会‘営赫署担当区主任の体験を語る

も非常に禦亡であるという線からして，いろいろ注文が 金は大体270円平均であります。地元の希望としてば大

あるのじやないかと，象なさんからこうして欲しいとい 体300門ぐらいでそれを270円に押えてるわけですから

う点をお話頂いたらいいかと思いますが’一つ熊本の高 そこに無理があって睡秀な労務者は来ない。極端に言う

橋さんいかがですか。 と他に使ってもらえない8割5分しか仕頚の出来ない人

高橋信橋でございます。現在宮崎の営林署につとめ がくる。ですから標輩賃金iこ所要数をかけた予算を頂き
て鯖ります。ただ今麹課長からお話のありました，今 たいということです。

後造林の質，量洪に総筐していきたいというようなお話 大久保大阪の奥田さんおれがいします。

茶を濁さなければいか もそとの仕事に追われ

んというようなことも出て来るのじやないかと思いま るのです。おまけに従業員がおらない関係上担当区主任

す。それで現場の技術的良心というものを信用していた の仕事の垂がふえてくるわけです。それで甥内の若い人
だいて，もし予算に制約があるならばその予算の漉囲内 将来国有林で生活していく人の出張費を助手的な面であ

で可能な完全な仕事の量というものは担当区主任にある る程度承て頂舟､て，技術的にも練磨して，仕事の能率も
程度まかせていただき，また仕事の錘に絶対的目標があ 上げていただくというようにすればたちまち現場に職員
るならば，それに必要な予算を大体仕事ができるまでの がおらなくても役所の人でまかなえるのじやないかと思

予猟を頂くような方向にやっていただければ仕事がやり います。只今旅費が制約されてるのでスムーズに行って
やすいと思います。ただ今のお話により今後ば改善され ないのじやなb,かと思います。それと署の中の事務も複
ると思い菫すが，今までのことについてご参考までに申 雑になってきたのですが，担当区と営林署の人員の配羅
上げました。 がアンバランスじゃないかということも思います。

大久保高橋さん， 29年度あたりを考えまして予算 山崎大阪でいわれてるのはなかなか大きい問題だと
はどの程度あればいいと思いますか。 思います。まあ今年度造林に力を入れまして大阪管内だ

高橋現在の私の担当区の例で申しますと労務者の賃 けで経済造林,観光造林，盗源造林とこう考えると一万
〆 －－35－
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町歩になるのです。今後4，5年あとを考えますれば，

新植と保育がえらい大きいものなのです。そういうこと

に対応して今お話のあったような人の問題，特に第一線

である担当区を中心にした人のあり方はえら.い問題にな

るのじやないかと思っておりますが，それも急激になか

なか整備することはむ学かしいから，序々にその彗潅を

予想して麹篇の方法を考えていかなければならないと思

っております。

大久保では，東京の山本さん。

山本私も簡単にいいますと舞易が忙がしすぎるとい

うことを燗感するのです。実際私たちがみますと営搾爵

の人員は約4，5倍にふえてる，それに比して担当区は

そのままないしは2倦径度しかない。山がよくなって来

たという喜びを感じつついざ事務所に帰ってみると照会

書頃が山積している。山積した事務心翌を良心的にやれ

ば体がまいってしまうのじやないかと感じながら鐸を

やる。局長さん，署長さんは君たちは第一線で誇をもっ

てやってくれというのですが，実際環伏をゑますと最近

の若い人たちは担当区の事翻fに来るのをいやがる。そ

れは非常に遮重である，営休署なら8時から5時その他

趨匪勤務とかあります功首，担当区では仕蔀に追われてる

から実際土曜も日曜もなく，雨降りでもずぶぬれになっ

てやらなければならない。担当区に出ると結局体が続か

ないという点があるのです。私たちはどちらかというと

蝦えられて多少興味が湧いておりますが，もう少し若い

人たちが現場に好んで誇りをもって出るという方向にい

きたいものだと絶えず痴漢しております。

大久保時間的に考えて事溌牧幽塁と現場の実行の割合

はどんな率になっていますか。

山本正確にやつ了おりましたならば担当区主任は20
日以上を事務処理に費さなければならない。

大久保それじゃ秋田の金沢さん。

金沢はなはだ卒直なお話でありますが住事に重点を

置くか，書類に重点をおくかということです。1週間の

出張から帰って来て，何月何日迄と期限付の文書であと

2日しかないという場合には回答文書の方がどうしても

先きになってくるのです。夜業をやって出すことがま童

あります。それから他の営林署ではどうかわかり童せん

が，これは労働組合関係の方の話になりますけれども，

いわゆる担当区主任は管理職の方がいいのじゃないかと

思います。労働組合の方ｶﾐらは担当区は署長のスパイふ

たいな存在だと言われることもあり霞す｡それから管理

員として組合員と同一行動がとれない場合もできまず。

それからこれなんか一つの問題でありますが，担当区と

してどっちをとるか一つの例を申上げますと，山火事の

場合，これは隣接の担当区で起きたのですが犯人方捜査

すべきか，火を消すべきか。同一の事件に担当区の一方

は犯人の捜査をして火を消さなかった，他方は火を消す

為に犯人を逃してしまった。犯人をさがした方は警察か

らほめられたが役所から叱られた。また消した方は非常

に被害を最小限度にくいとめたと言？て消防署からほめ
られたが犯人を逃したと言って警察署からは始末書をと

られたという例があります。結局私の考え方で承るとい

ずれにしてもどちらからか叱られるのだ（笑声）お伺い

したいのですけれども，一体どっちをとるかといえばは

っきり両方やれば一番いいだろうと。（笑声）

山崎担当区は署長と同じ立場で綜合的な管理の責任

者になってるわけだから，そのような問題が常時起るわ

けですね。僕はおこられる問題もあるでしょうがやはり

その良識にもとづく動き方をしていけばどっちにしても

問題ないと思います。やつばり一つの綜合的な管理者の

立場に立ってるところに担当区の非常にむずかしい問題

もあり，また責任も大きいと思い蛍す。

大久保火災の問題が出ましたが，－つ札幌の岡本さ

んおれがいします。

岡本去年の第15号台風の時に定山渓，支笏湖が非

常に倒れ，今年あたりはたおれた木が乾燥して山火事が

増す，いくら造林しても山火事にすればゼロになります

から,まず一番重点をおいてその方向でやっております。

その次ぎに造林する場合歩道や林道が内地にくらべｵ晦

道の方が少ないのです。或程度伐採の面と収支のつぐな

うところはどんどん林道をつけてもらえば伐採と造林と

更新がどんどん進むのではないかと考えております。林

道が入りますと全部オートバイが入り，すべてが迅速に

いくと思い蓑す。事務の処理iこも綜合的につながって非

常に効果があるのじやないかという感じがいたし蓑す。

それから北海道の事で非常に感じ霞すことは，稲のこ

とであります。北海道の農業の面でいいますと道南の地

方，それから最寒の地方は一度に稲が改良されたのであ
や

りますが，それは農事試験場の長い努力によって宗谷地

方，北見の地方まで稲作ができるようになったのです。

こういう品種の敦良を林業の方にもしていただきたい。

こういう研究をして，すべての人が育種について考える

ようになりますと非常に飛躍する面があるのじやないか

と考えます。

・山崎あなたの方は担当区の助手がありますか。

岡本今2名おります。

山崎どういうことをしておりますか。

岡本X名は苗圃専門，1名は造林と収穫調査及びあ

らゆる事務に使っております。

山崎事務もできるのですね。北海道の事情からいう

壁担当区補助が1名とか2名いないと担当員が現場に行
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ってなかなかやれないということはないのですか。

岡本ゴ騨首は収穫はこれは約1万石やることがあり

ますし，集計が非常に時間がかかりますし，それから台

帳でも賃金の台帳の篝勃､らしてそろうまでの段取りが大

変で現場に人が足りないのじやないかという感じがしま

す。

山崎この間の台風でも札幌から担当区はまだ九つく

らい造設してもらいたいという話がありましたが，北海

道ではなかなか担当区を置く場所の配置がうまくいかな
、

いのですかね。一カ所に三ツ四ツ並べて置くわけにはい

かんというので，そういう点からいえば内地ゑたいに官

舎とかいろいろな問題は割合解決はしやすい立場にあり

ますが，補助員を充実していくか，担当区をふやしてい

くか二つの方向がありますが，本当の責任者という形を

とれば担当区をふやすべきだと思いますが，北海道でば

その他いろいろな問題で内地とは大分ちがうのでありま

して，今後やはり充実しなければいかんものがきわめて

多いという感じですれ。

岡本林野通信，やまびこをもう少し部数を作っても

らえばプラスになるのじやないかと思います。

山崎やまびこなんか読んで霞すか。

岡本よんでますね。労務者なんか読んでいます。

大久保それでは北見の中西さんにおねがいします。

中西私は北見の国有林のめずらしいケースを紹介い

たします。今から4年ばかり前に津別の営林署で造林の

実行をやっておった時の話ですが，植付け-を開始するの

は一応北見の場合でしたら5月の10日前後からおそく

とも5月の終りごろまでにおわらしてしまう。6月に入

ってからのは全然苗木の活動が盛んになるので考えられ

ないわけです。ところが5月の下旬地こしらえをしてい

ざ植える段になりましたら氷が地上1寸ぐらいまだ入っ

ているような実状があるのです。そうして持ってきた苗

木はというと非常に露な雄別苗畑の苗木なのですが，

すでにどんどん活動をはじめてるわけです。そこで山で

植えられる生活環境と苗木の生活環境がマッチするよう

に考えなくちゃならん。それで奥地造林をやるようにな

ったら，なんとか簡単な経費のかからない林間苗鋼でも

作って前の年の秋に持ってきて仮植でもしておくと植付

け時期が大低5月の下旬ですが，そのころになってもま

だ苗木が解雪しないような生活状態に持っていくことが

必要だと思いました。j硯の場合は奥地と，それから里

山と町の三つの段階の主に春の場合ですが気象状態が非
稽に変っているわけです。

大久保今，中西さんのところで担当区から現場まで

の距離は平均&嘩臘まどのくらいですか。

中西私のところは非常に管轄面積が大きいので平均

の距離といいますと担当区事務所から4里半というとこ

ろ力標準になると思います。です力捉に関してはヒスモ

ーター，またはオートバイをもらって霞すので，その点

あまり蕃瀞こならないのです。大体そういう機動力を使

い差すと十分に日帰りできますから，旅費の節約にもな

って喜んでるようなわけであり蓑す。

大久保旭川の石村さんおねがい致します。

石村大体承なさんおっしゃったようなことになるの”

でありますが，旭川営林局管内におきましてもさかんIこ

植えろ植えろといわれているのでありますが，植えるに
しましても非常に歩道や林道の施設がおくれている。人

夫を収容する宿舎もない，なお実行するにしても補助員
もいない現状でありまして，植付けにいたるまでの基礎

が貧弱じゃないかと考えられるのです。それで予算を増

大していただきたいというわけでありますが，これが大

体私のいわんとするところであります。もう一つは私”

最近転任致しまして北の果ての稚内に参りましたが，担一
当区の事務様式が非常に違っていろ，それで菖蕊槻定を
はっきり一つにきめていただいた方がいいのじゃないか

というような点も強く感じました。それから少し話は横

道にそれますが，北海道は非常に開拓地が現在ふえてる
わけですが，山火事にも直結しますが，いわゆる開拓地”

自体一応入って来るのですが，入ってもほとんど出てい
ってしまうのですな，一応一考すあ余地があるのじやな

いかと思います。

大久保今のこと稚内で相当事瀦様式が異なるという

ことをいわれましたがどういうことですか。

石村国有林使用経過簿台帳ですか，そういうものを

使用しているところといないところがあるのです。たと

えば会計様式にしてもちがうところがあるのです。そう
いう点統一した方がいいのじゃないかと考えられます。

山崎あなたのいってる開拓というのはなんですか，

開拓者が3，4年耕作して朧かに出るということですか
石村ほかに出るのじやなく開拓不遥馳を無理に開妬．

しているのじやないかと考えられるのです。折角森林を

開拓しましても成果を上げていればいいのですが,非常
に今のところ不成績である。それでもどんどんやってる

ものです。

山崎今の旭川，北見両方とも担当区補助員がおりま

すか。

石村私の方はおりません。

山崎北見はどうですか。

中西平均1人半ぐらい，最低1人は必ずおります。

それで担当区には講習にでましたAクラス補助員をおい

ております。その他は-殻の職員の中から，または常勤I

，作業員，多いところでは3名ぐらいおいております。
大久保石村さん大分植えろ植えろということになつ
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てますが戊味の見通しはどういうふうに考えてますか。

石村成績は私の承た範囲内におきましてば大体50～

,60パーセントだと思いますが，あと補植を少し重点的に

-考えてもらいたいと思います｡補植があまりさかんじゃ
ないのですね。補植をいくらか考えてもらうように○

大久保50%の活着率ならもう少し向上できるように

思いますね。

石村これにはいろいろ嘩喜があるのですね。

大久保苗木の山むしの鋤各はどのくらいになってま

すか，トドマツですか。

石村トドマツ3年生ですが， 30サンチのものじゃ

･ないでしょうかね。不成績の原因といいますといろいろ

ありますが，とくに阿直ですね。そういう面がうまくい

かないのですな。道路が完備していないものですから自

動車ですぐ運んでぐるというわけにはいかないのです。
大久保それじゃ高知の瀧本さん。

藤本我盈が仕事篭していく上には直接大事なことは
労務管理の問題だと思います。それでなるべく簡単に処
理できる方法をこうじたいと考えております。そのため

手順表の作成，仕事を覚える手順表といいますか，そう
いうものを作って指導していったらいいのじゃないかと

思うのです。それから我灸はいろいろな仕事をしている

わけです。やっている担当区主任，中学校を出た人もい

るし，農学校を出た入，商業学校を出た入，いろいろな

人が集ってきてやっている。又事務官もいれば技官もい
るというようなことでございますが，一率に同じことを

要求されるわけですが，その場合その人，その人の能力
に応じてやっていくことがそれぞれ特色があっていいわ

‘けですが，ある程度それを平均化した手順表，仕事の段
どりというものも作成したらいいのじゃないかと考えま

す。さいぜん訓硯の中西さんからお話がありました秋山
仮植の件ですが，この件につきまして私のところでやり

ました。大体苗圃は平均標高が50から60メー女一ぐら
、､ですが，国有林は1000メーター以上のところにある

“のですから3月には苗圃で幟白い芽が伸び出しているの

に山の方は雪がある。ですから苗木ば秋のうちに掘り出色

して山もとに仮値し，それを山に植栽したのです。その

結果は枯損率もあまり大きくなく，まあ普通以上の成績

がでております。とくに山に価値をする際に注意しまし
たことは一本ならべに仮棺して，その上にコモとかワラ

をかけるという処髄をこうじました。その点につきまし

て，いろいろ研究の余地はあると思いますが，一応の成
、

言果を承室した。もう一つは瓢は大体8町歩ぐらいの苗畑
をもってお,りますが， 3月にまきつけとか，掘りとりな
どのいろんな作業が一ぺんに重なってくる，これをなん

.とかうまくおしなべて熟練な労務者で仕事を能率化しよ

うと考えたのが，秋穂ということですが，ああいう気

象条件により秋11月から3月室でいつでも床がえが出

来るわけです。で･効､らそういうふうに時期をずらして

やることを考えて試験しました。まず11月以降であれ

ば大丈夫であるという結果を得たので全置狛勺にそれを採

用しました。今童では3月にf蝶員を1日100名くらい

使っておりましたがこんどは50名から60名く、らいでお

しなべてやることができたのです。しかし苗畑が一杯使

ってればそういうこともできない，ですから休閑地を作

って準備をすると同時に秋山個噴ということが実行され
たのです。

大久保名古屋の平川さん，お願いいたします。
平川担当区の充実という-ことを，先程もいわれまし

たが，これにつきまして担当区の現場にある程度穰動力

を充実していただく，人間をふやすよりも，機動的に充
実していただくということも一つの考えではないかと思
います。私の所の担当区は三カ所で]."800町歩程ありま

すが，造林妹新値で1年に60万本，大体間伐が年間に

1000石やっておりますが,その三カ所の中に一カ所だけ

しか電話がない，三カ所が3里から4里ほなれておりま

す。私の担当区なり，事業所から絶えず他の事業所へ移

動しなければならないのですが，春の新植の場合杉の苗
木がくると，すぐ、トラックをたのんだり，あるいは民間
のトラックを傭ったり，そういう風な事に桑んなかかっ

てしまって，現場の方になかなか手が届かないという状

態であります。また役所の方から火災注意報とか，ある
いは照会とか指示が，電話があれば簡単に済むようなこ

とが，わざわざそこへ出向いて調査して，それから役所

の方に回答するということになり，いたずらに無駄な日

数がついやされるのであります｡事業の予算であります

が，先程熊本の方からいわれたように，人夫賃の予算が

瑠業にともなわないという面が相当ございます。1町あ
たりの植栽経費は役所からもらっているのほ8,500円で

すが，植栽は何とかそれでできるのですが，下刈りの経
幾が出ないという状態であります。折角活着して成林の
見通しになっておりながら，予算の関係でできないとい

うことが多をあるのであり室す。それから教習巡検の経

強でありますが，今まで配分される額は大体一担当区に
4～5,000円程度でありまして，それで巡検計画をたて，

その初年度の巡検区域は必ず実行しなければならないと

いうことになっているのでありますが，限られた予算で

ありますと当然巡検が粗雑になって積標もはっきりみえ

ない所が毎年度くりかえされるのであり蓑す。そういう
のもいろいろに綜合していただきたいと思います。また
収穫調査であり蓑すけれども昨年度私共の収穫調査ほ3
万石の調査に対し蓑して45,000円程の予算しかないの
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難うございました。次は長野の方に。

百瀬長野の百瀬でございます。いろいろ言いつくさ

れたようですが，根本的に考えてみますと，私たちの技

術そのものがそのまま山につながっているかどうかが問

題であると思います。傾向をゑますと行政整理というか
クピになる人たちは事務のできない人が，先にやめてい

P

く傾向から考えて見ると，むしろそういう人が百姓にな‘

りきって山にいる事こそがブ弾:なことと思1,,ます。そこ

で私朧若い人たちに百姓になれといっているのですが，

そういうことがなくなったということは何かさびしい事

だという感じがするのですが，成績の悪い所へ事務所の

班長なんかを連れていって一つ分析してみようじゃない
かということで，成績の悪いもの，特に主任は実行が悪

かったのか，計画が悪かったのか一つ検討してみようと

いう事を話しして，自分のやった仕事の責任というもの

それをよく謡議しtていくという方向にもっていかなけれ
ばならないと思っているわけです。それにともなって教

える技術が大きな問題じゃないかと思い蓑す。たとえば
こういう木から穂をとってはいけない。標高1,100メー

トル以上は雪害があってこういう風にしてはいけないと

川､う，具体的にわかるように教える事も大事で，教える

鈍術も勉強しなければならないと考えているわけです。

戦後この名人芸という気骨のものはなくなったわけです
が，そういう人がおってそれを，何だそんな事をいつだ

って無里だということを1rシドシいってくれれば私たち

としても非常に参考になるのですが，戦後そういう事が

なくなったという事がさびしさの一つだと思います。そ

ういう事の踵いようにど思って一般數法からしていた

ら，最近はなかなか痛い事までいわれたりなんかして非
常にいい傾向だと思っております。それから一昨日，民

間#鐸で蝋ぷべきことはないかという事をいわれたんで
すが，たしかにそういう事はたく山ありましてドシドシ

学んでいく面があると思います。それはI､コトンまで話
し合って数多く使っていかなければなら蕨いと思ってお
ります。それから私の一年の一番の楽しみは家中連れて

山に登ることですが，天幕を張って私が魚をつり，子供
が山菜をとってきて家内が料墾する。一年一ぺんの行事
にしているのですがそういう事をしながら子供に将来オ

ヤジのあとを継ぐかというと，どうも違った方がいいら

しい。これなんか一考を要する問題じゃないかと思い寮

す。それから一つ，あの宮聴先生に鐙聞きしたいと思い

ますが，挿木の場合，太い根が新しくできない。綴がの

びきる事が大事だと思いますが，のびきらないと非常に
｣二長成績が悪いというのは，従来かたい根が悪いのじゃ
ないかと思いますが，どちらが……。

宮崎そうですね。白根の部分は非常に砿慣しやすい

です。完全な調査ができないためにヒノキのような樹種

を相手にすると金額が非常に影響するのでありましてそ

の点瞳相当増額していただいた方が実際上は役に立つの

じやないかと思います。なお担当区の責任問題になりま

すと署長についで直接的に責任を舞うなければならない

という面が多いのであります。にもかかわらず署内に勤

務している勤務年数の多い人たちよりも現場の担当員の

俸給は非常に安いのでございます。この点で最近は担当

区員を希望するものは以前は相当あこがれたようであり

ますが，現在は非常に少くなったと見えるのです。その

点は国有林の事業の経営の合理化とか，そういう点にお

きましては逆のコースをたどっているのじやないかと思

います。さらに担当区で困りますのは労務管理の面であ

りますが，たまたま担当区員が役所に出て造林適期に，

ある程度単価の問題で話しをつけて植えつけをしたいと

いう場面もできるのでありますが，そういう点憾就業規
則等によりまして賃銀はあげられないという事になり，

適期に植付けができなくなってくるという面も，出てく
るのです。また加譲の充実ということにつきましては，

直営生産の方は事業所あたりは大概発電茄穀はやってい
るのでありますが，その直営生産が終れば撤去されて新

しい所に移動するということになりますと，造林してい

く箇所に朧いくらたっても新しい茄殻ができていかない

のであります。更に事務の簡調上につきましては，たと

えば被害綴告の場合,一つの発圭に三つも四つも出さな
ければならな・いというのでありますが，その瀧式を総体
的にとりまとめて複写で3枚くらい書けば皆にわかると

いうような方法に変えていただいた方がよろしいと思い

ます｡なお鍵湯におきましては森林手薄ほあとで書く，
それならば別の報告で間に合っておりますので,熱く手
薄を廃止することも考えていただきたい。それから新植
するにあたり蕾して，巍萱の菊譲があると無いとによっ

て，苗木の活着の成績に非常に大きな影響を及ぼすと思

います。鍵夷に山に猿重が1町歩あたり200メートル入

っている所と650メートル久っている所とを比べて見

ますと，地形はそう変らないのですが活着率が70％と

100％というようになっております。な蕊最後に私共の

所では800町歩を鞠菱に造林しているのですが,昭和27
年全面的に窮鼠の被害をうけましたが，その後改革いた
しましてもう2，3年たてば全部造林が終るという状態
で，早いものは2メートルまでヒノキが成育して一せい

に林ができ上っていくという珊罐であります。昭和15

年から20年あたりの戦時の山ほ回復がなかなかしにく
いのでありますが，終戦後の山はメキメキと良くなって

きていると思います。一応報告を終ります。

大久保フ錘織りだくさんの報告をいただきまして有
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のです。中心にコルク層ができてまず最初に白い根が出

るのです。それから小さい根が出る。なるべく発根を早

めることがいいと思います。あなたのこの前のご発表の

ように日擾いを坂る。なるべくなら最初からしない方が

活着の点ではいい。ある程度カルス層ができて根が出は
じあればなるべく早く取る。日覆いを取れば地温も上り

同化作用もさかんになって早く丈夫な根が出るというこ
とになりまして，早く発根すれば決して白根にならな

い，赤くなるのです。早く日覆いをとること，土壌水分
の多い場合は相当もう少し早く取るといいと思います。

百瀬それからもう一つ,普及逓信,林業撲術にも随想

をぜひ一つ一頁くらいのせていただきたいと思います。

松原それにつき霞してお答えしますが，随想の計画
は一応しております。しかしそれはこちらの計画であっ

て，それよりも一つできるだけ皆さん方からそういう風

なものを出してもらいたい。（笑声)鵬謹諭というも
のは何もむずかしい事ばかりを書くのがその使命じゃな
くて，会員である皆さん方の舞也に論ける静心談とか，
あるいはたのしかったこと燕どものせて，少しでもにぎ
やかにし，だれでも親しみをもって読めるものにしてい

きたいと思っているのです。第一線に活躍している皆さ
ん方に極力ご利用いただきたいのです。大いに歓迎して

おりますから，一つ百瀬さんあたりからお願いします。
（笑声）

大久保それじゃ一つ，猪狩さん。

猪狩ほとんど忍の考えており蚕した事抵出ましたで
すが，私の担当区嫁2,800ヘク友一ルで，収穫量が大体
2万石，毎年造林す筋面積が50ヘクタール，里山で労

務者の供給も大分楽で，めぐまれた所ですが，それでも
私ふなれのためか土曜日も日暇日も休承なしのような状
態ですが，大てい瀧④営林署の管内の人もそういう状態
であり童す。それで担当区の補助員をふやしていただき
たいといいましても，それだけの4人なり5人なりの補
助員を指導していくだけの能力がないような感じがしま

す。教習をうけたと言いましても10年も経っております
し山を下りまして上層部の指導をうける機会もないし，
林業技術協会あたりから大分本が来ますし，営林局から
もプリントがくるわけですが，それは家にかえってから
疲れて読んでいる時間もないので，ほとんど積んどくと
いうような状態であるのです（笑声）多分たいていそう

じゃないかと思いますが（笑声）それでですね。林業教
習所なども大分完備したそうですから吾左担当区職員の
再教育ということをもっと広く考えていただきたいと思
います。

大久保はい，わかり蓑した。でばつぎに青森の畑中
さんお願いいたします。

畑中ただ今いろいろお話しがありましたが，補助員

の配侭を受けている担当区の方に対しては全く羨望の至

りであります。私の担当面積は約5,000ヘクタール, 1
年間の収穫数遜朧5万石になっております。収穫表作成

の場合は役所から書類処理の方法もきまって叢ずが，そ

れにともなって実物検査も年間を通じて･40件くらいあ

るのです。ほとんどこれを自分一人でやっているのです

が，いずれにしても手不足であるという事を署長もご承

知でありますが，ただ今課長のお話しで近い将来におい

て過当区の増設なり，あるいは補助員をおくようなお話
しもあり髪して，全く心強く感じたのであります。次は

造休の関係でありますが，田山あたりは非常に濯雷壁が

多いのでありまして，従来の杉の植総量は3"000本くら

いになっておりましたが，密植をして雪害に対する繊充

を強めたいというので4,000本植えをやっているのです
が，その繕果ほ一般に活蕎伏況においても成輝§良好と

考えられます。咋羊庭泓の署において5月の1日，署長

はじめ30何名で鱸怪費の植休というのを実行したので

すが，その活着状況を識萱しました結果大体97％の活

着であったのですが，まあそういう風な関係であって今
後も引きつづき私はカラマツにしろ，杉にしても枢職本

数をふやしていきたいと考えているわけです。次に予算
の関係ですが，今年は暫定予算の関係で5月にH拳がす
んでいるのに，鞠直の蕊用が6月に支払われるというこ

とになっているのです。こういう事は私等としましても
事業を実行する上に支障をきたす事がありますから，な
るべくこういう事がないように一つお願いしたいと思い
藍す。次はこれは私の体験でありますが，､これば一つは

手不足だという関係にもなり室すけれども，私筆う§不在
の時に事故が起る率が多いという事です｡それは昭和26
年のことですが，私が不在中に，小さい山火事があった

のですが，4月末ごろで新植の琴喋中大体一カ所の仕事
の見通しがついたので次の篭所の実行のために約2里く

らいある所に仕事の打合せにいったのです。その間に人

夫がタバコを吸い，吸いがらからもえ上ったという事で
大体0．5ヘクタールくらいで濱んだのですが，しかしそ
の場合地ごしらえする箇藏だったのでﾒ霊にはならず，

むしろ地捻えの経費が節約になった程度でした。もう--

つは去年の5月末です。民称から弧識して蝿妾の国有林

を約1.5ヘクタール位娩いたんですが，その箇所も地元
の部落に鐸地として貸与する予定の土地でほとんど被

害がなかったが，とかく事故というものはわれわれの不

在の時に発生するような性質をもっている。（笑声）実
際私は田山営搾醤にいったのが昭和25年，それから現

在までは山火事という名のつくものはなかったのです。

これは地元民が非常に純朴でよく国有林の杜頚に協力し

（
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度で．．…･・

大久保どもつともなど産文だと思っております。で

は次に帯広にお願いいたします。

瀬川実はいろいろお話しをしたいと思ったのですが
時間もせまっておりますので，変った事だけを申し上げ
たいと思います。といいますの朧映画「君の名は」の摩

周湖が私の担当区内にあるのです。その関係ばかりじゃ

ないが観光客が非常に多くくるのです。不幸にして私は

年に2，3回しかいけない，担当区の主任が知らないの

に遊びに来た人の方がよく知っているという事実です。
（今笥芸）それから摩周湖の所が高くて見はらしがよく，

あそこに上りますとクシロ海岸からアッケシ，ネムロま

でみえるんです｡それでクシロ液騨に駐留軍の電漉粟知

所ができたのです。駐留軍事業はどんどん進むのです。
最近聞く所によるとそこに電話をひくという。私たあも
知らないのに特別調達庁ではｽ札が終って業者が入札現

場を見に来たんだがというものですから，局へ聞いても
知らない，局が中央に聞いても中央も知らない。私たち
の担当職員の力ではとてもおさえることができないので

す｡そのような事があるので非常に困ってます。また造

獅地の中を騒餐軍が冬期間スノートラックで簡単に走っ
て歩いているのです。造赫木の上をどこでも走っていく
のですね。ぞういう事について特男嬬達庁の方へ林野庁

』

からやかましくいっていただきたいと思い蓑す。それか
ら進淋の方に入っていきますが，私たちの特殊な環寛か
もしれませんが個人の耕作面積が20町歩になっている

のですね。そんなような所ですから地元労務者の管理が
なかなかできないのです。それにからんで労獅腫證は基

準法できびしい事をいわれてますが，本当の鰹小屋のよ
うな所にI6溶しているわけです。匿昔も遠いものですか

ら,病人でも出たら非常に困るわけですね｡そういう事
で署と自動車の関係等も話しておりますが，リ諦繧漸階で
そんな所で金をつぎ込むよりも，楽にもっていける所に

造林したらいいというのが中央の考えかも知れませんが

まあテストケースのような形で寒いクシロ，ネムロの方

の原野にも予蝉をうんと回してもらいたと思います。そ
れから自己の陶見のことですが，この間時間監逼環に指

名されたんです。舞易の担当区で遜劃垂勤務とか，彗潅承
認とか何とかは実際を握っているのは担当区だといわれ
て任命されたんです｡所が実体はどうかといい童すと私
一人なんです。自分で書いて自分で管理する。（笑声）

こういう事が報告の蕊貢の中にあるのですわ。こういう

事を準にマッチしたようにやっていただきたいと思い

ます｡それとさつき名古屋の平川さんが森林手薄の事で

ちょっといわれたんですが，弓講と同じようなことで担

当区事業所の日程と’それから手薄と，それからさつき

ていただくという，そういう関係もありますけれ’ども，

事故がなかったんですが，私の不在中にこういう風な軽

微な事故ですが， 2件ありました。これも一つは担当区

の手不足という件にもからんでいるのではないかと考え

ております。

大久保それでは時間も大分迫っているようですから

今までの共通的なものは除いて，そうでない所で，函館
にお願いいたします。

深見函館は現在局の方針として立派な造林地を多く

作るということに重点をおいてやって瀧ります｡潅のお

りますのは倶知安営林署でありますが，私の管轄面綾朧

5,700町歩，区域が広いために下苅の時期になり蓑すと
あちこちで一斉に佳事にかかる。そうした場合に補助員
も2人ばかりおりますが，それでもなかなか全部に限を

通して実行にあたるという事はむずかしいのでありまし

て，それと同時に国有林までの距離が大体15．6キロあ

りまして．自転車，オートバイのきく距離は，その間8キ

ロか10キロくらいであとは従歩でいかなければならな

い。林遣の新設という事もここで考えられていいと思う
のですが,戦後の林道のほとんどが生産をともなう場合

に限られているが，造林関係を対象にした沫道というも
のも大いにできていいのではないかと考えるのであり童

す。それと私の方は非常にネマガリが多いのであ･りまし

て，造林の事業の中で一番大きなパーセントを占めるの

が地ごしらえ事業であります。私去年鶏の造休係におり

まして，局iこ予算の交渉なんかによく行っておったんで

すが，なかなか思うような予算が獲得できない。それが

事業の面にも及ぼす影響が大きいと考えております。そ
れからまあ，漫談になるかも知れませんが，戦時中に使

っておった火焔放射器のようなもので地ごしらえをやっ

たら簡単にすむと思うのですが。それと担当区の内部の

問題で会計書類を作成するという事が，これは相当大き

な時間をさいているのであります。一件の書類を作るの

に一人の名前を4回くらいは書かなければならない。出

勤表,請求の内訳,賃銀計算書に書き，また伝票に書く。

それが10人も20入も使う箇所は，月にはそういう書

類が多い時は10件も15件も作らなければならない。

これをもう少し何とか簡単にできる方法があれば楽にな
ると思っているのですが。それから管理関係の予算が足

りなﾙ､ので，遥溌費からいくら，直営生産費からいくら

というふうに管理費に廻す額は馬鹿にならないのであり

ます｡侭綱安地方では積雪が多いため燃料蕊に食いこま

れるのですが，そういう点も考えて管理費で必要なもの

は管理識で配霞して実際謎剴飛費で必要なものは進沸職で

使用していくよう仁していただくといいのじゃないかと
そういう風に思っております。簡単でありますがこの程
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どなたかがいわれました労務昔をつかった場合の善癩と

毎日毎日その日に整理していかなけぽならない書瀕ばっ

かりなのです。できるならば雨の降った日以外は外に出

ているのですから，手薄の内容については事務的でなく

メモ的に書いておいてもいいように，もう少し考えてい

ただきたいと思うのです。それからさつき瀧本さんがい

われました苗木の'憾直ですが，私の方は各担当区に林間

苗畑がありまして床がえはそこでやっておったのですが

最近苗畑の所在地をずっと少くして集約的にやっていく

のだと中央に苗畑をよせられてしまったんです。加穀の

面からいうと有意義ですが，苗木の方からいうと逆だと

こう私は感じております。それと昔は私の所は職員の他
に常勤的なもので種苗の漢M系のものと，造林の関係のも

のと2人いたんですが，今ほそれが全然とられてしま

って今は担当区城員1人で，今年は私の所へ1入回して

くれたんですが，自分で教育するものをもらったのでは

蕊易では間に合脅っない，仕事を覚えたものをくれといっ

た所，学校出て3，4年というのは「担当区か」といっ

て，誰も来てくれないのです。ですから署内にいた，署
＃

の空気になれたものが喜んで担当区に出てくるような組
織になるように，一日も早ぐなるようにしていただきた

い。これが私のお願いなんです。もう一つ労溌渚の質と

仕事の成絞は絶対表裏一体のものと思うのです。所が不

幸にして私たちの方は冬寒くて仕事がほとんど無いわけ

です。労務者を3年とか，4年と繼礎してやとおうと思

っても冬季の仕事はないわけで散ってしまうのです。い

い仕藝にもっていく人には，どうしても固定した労務者
を最小限度5人から7人は絶対必要になってくるので
す。麹課長のいわれた造林第一にしてやっていくなら

ば,そういう面を一番先に考えていくべきじゃ蔵いか，
こういう風に考えております。それからこれは蕊のこと

になりますが，たとえば先程瀞喬さんがいわれたように

労務者の労賃は九州では300円，私たちの方は大体500

円から520円位が暑の予定です。ところが一般の労賃は

600円が普通なのです。このように労務者の賃銀は本州

と北海道では大きな差があるのに職員の賃銀は熊本も北
緬首も同じで，北海道にほ特別手当として2号俸が加算

されるだけです。それからもう一つは内地の方が北海首

にくる時には格上げされてくる。逆に北海首では課長あ

るいは上のfi筆をしていたのが，内地へ転任すれば担当
区の主荘か，それ以下で，暑の主任だのになればいい方

だ，これは現実にそれだけの差があるかも知れませんが

も少し或革されなければならないと思います。あんまり

手前勝手なことばかりいいまして，この他にもう少し申
し上げたいことがあるのですが，時間がないようですか
ら，これくらいで……。

大久保大蕊有がとうございました。それじゃこれで

一通りお話しを終りましたから御自由にどなたからでも
一つどうぞ。

中西じや早速，いきなり出まして申しわけございま

せんが，林業浅術についてお願します。要約すると料蒙
技術という本はむずかしいものだという事を末端の職員
は一番先に思うようです。ですからもう少し初心者でも

よくわかるようにしてもらいたい。それから2番目とし

まして赫蒙技術の役員の方が，非常に昔から学識経験も
深うございまして，また有名な方ばかりいられるわけで

す。それで今の僕たち国有林で働いている若いものを指

導してくれるというような意味で，さまざまなやわらか

い言葉で昔の体験談なり経験なりを現在のなや象と両方

から承合わせて書いていただき，そうしてもう少し親し

承易いものにしていただきたいと思います。

松原ホ操技術のことにつきまして，非常にむずかし

いという事は至る所から承り蓑して，協会当局者として

大いに反省して承なさん方のご意向に少しでも満足して
いただく方向にもっていきたいと考えております。

平野いろいろ日本林業技術協会が行事をやるのです

が，果して地方の人にどの程度その事業そのものについ

て関心をもたれているかということについて，私共心配

しているのですが，何か皆さん方の方からこういうもの

をやったらどうだろうと，あるいはそれを中央的にやら

なくても，地方でもいいから，こういう事をもよおした

らという事がありましたら，具体的にお示し願って経費

の関係もあることですからどの程度実現するかわかりま

せんが，教えていただきたい，と思います。

高橋具体的に役に立ったことを申したいと思います

が，精英樹のえらび方という記事があったと思い重すが
林木育種をとり上げておって九州では糖英樹が100本く

らいとり上げられております。その中私の選定した精英

樹が20本くらいあり震す。その精英樹にもいろいろ条
件がありますが，その資格検定というものがありまして

それを覚える機会，習う機会というものがなかなかない

のでして秘自身の経験からいいますと，林業技術誌でそ

の方法を覚えたというのが実情なんです。ああいう担当

区の実務に関した具体的な要領をおしえていくと，林業
技術の推進に役立つと思います。担当区の実務に役立つ
ような記事を今後もお願いしたいと思います。

瀬川林木育種という問題について大流行のようです
が，そうかといって僕たちの所でとり上げてさかんにい

われている育種問題は昔から読んだ本の中には概当する
ものはサヅパリないような状態なんですね。たとえてい

えばサシホなんかをとりますが，大体15，6日くらいに

ならなければ発根しない。1週間か10日で.. . ､去年も
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座談会：営林署担当区主任の体験を語る

局から週友されてこられた方灸の非常に実行性に富んだ

お話しを承り，さすがに日本の林業の鑿鍵をなしている

国有林の第一線にいられる方左は実にその実力をもって

いるということを東京で表わし得たという事は私非常に

喜びとする所であります。ただ国有林の仕頚は民有林よ

りも一そう山奥に入って臓重の地にありますので，こう

いう機会がまことに少いのは残念でありますが，どうか

皆さん方自身もマンネリズムにおちいらないように新し

い気分をゑずからふるいおこして一層完壁な国有棒事業

にもっていっていただくようにﾎｲ諜人の一員としてまた

材桑技術協会としてお願いしてやまない次第でございま

す。これは再を申し上げましたようにコンテストは決し

てエグザミネーションでは毛頭ないのでありまして，林

業俊術の水準をあげようという所にほかならないので

す。先程もお話し申し上げましたようにあまり固苦L.く

考えないで来年以後，またおいでになられるような時に

はよく趣旨をお話しになって自由自在に自分の体験を語

るという気持ちでお出かけ願いたい。そういう意味で今

日の座談会において大へん有意義な，また面白いお話し
を伺うことができたことは非常にうれしく，また感謝し

ている次第であります。ただ局や箸でもって皆さんの出

てくるについていろいろ練習をしたり，あるいは指導を

されたという事は，これは局署の方針でありまして，私

共何も関与するわけでばないのです。それは局署の方針
でもって選恢の方法を考えられて私共としてはありがた

い事に感じているのであります。それだけ上司の方ムが

皆さんが出てこられる事に関心を深くもっておられるた

めであろうと思うのであります。ただあまり固苦しくお

考えにならんで，一つ東京に行って自分の思うことは何

でもかんでも一切話して承ようというような気詩で出て
こられるよう，上司の方にも伝え，また同僚の方盈にも

お伝え願いたいと思います。こういうような第一線にお
られる方盈が要するに技術協会の一番大切な基盤をなし
ているのでありますから，私共みなさんのご健康を心か

らお祈りしている次第であります。どうかお帰りになり
ましたら同僚の方盈にもこの会にお入りになって，満業
技術という雑誌が固苦しくむずかしいということであり
ますが，決してむずかしいものと思わずにそれに追いつ
くように水準をあげ，自分を練磨していこうというお気
持ちになっていただきたいと思います。いろいろ協会に

対するご注文は極力ご謡塁にそうようにいたしますが，
一面において林業技術誌の水準をあげていくということ
に一層のご努力願えればまことに幸いと思います。

それではこれをもちまして座談会を終ります。皆さん
のご健康を重ね重ねお祈りいたします。

ありがとうございました。 以上

私の署で一人カラマツのサシホをやったのですが，出た

と思ったら終りなのです。

松原一つ大いに予算でも要求されて，昨日鐵昌先生

のおっしゃったような研究設備を作ってもらい（笑声）

1週間か10日くらいで山出しが出るという風にしてい

くのですな。（笑声）

山崎第一線で働いておられる皆様からいろいろ忌'隙

のないご意見，ご要望をうけた蓑わったのですが，私た

ちの仕事は結局はその第一線における業務が円滑にやれ

る環境をつくっていくことじゃないかという考えでいる

わけでございますが，溌溝をどういう風に整備するか，

人員配置の適正化をどういう風に考えていくか，業務の

質と量をうまく予算にマッチさせるためにどうするかと

いう所に私たちの仕事があるわけであります。そのよう

な点においてさき程お伺いしたことを今後入れ込んでや

っていきたいと考えております。で，特に先般行いまし

た局長会議に際しましても，事務の簡素化という事をど
うしてもやらなければいかんという考え方に立ちまして

事務簡詞上委員会というものを各営林局で作ってもら
う。また林野庁にもそれを作り従来の事務様式を根本的

に検討しなおそうと考えております。そういう点からも

担当区の方たが本当に現地の仕事にタッチすることがで

きるという風な環境を今後共作ることに最善の努力をし

ていきたいと,かように考えている次第であります｡それ

からまあ，予算の問題につきましてもいろいろ現実に即

したご要望がござい霞してまことに皆さん方のおっしゃ

る通りだと思い霞すが，ただわれわれの予算というのは

I謡I会計でありまして，年灸われわれが努力してあげた
収入の範囲内において仕事をしていくということになら

ざるを得ないのであり藍して，要はそれぞれの収入とい
うものをどういう風な仕事に配分するかという事が問題
であるわけであります。そのトータルというものは大き
く動かすことができないという立場に立っているのです
から，たとえば出張費その他に充分なものを出せば，そ

の他のものが減るという事が当然おこるのでありまして
経費全体の合理的な使用というものに特にお考えをいた
だきたいと思います。それから今年度の予算による実行
上の問題は今年は最近の両三年来と違って非常に困難な
状況にあるのですが，今童でにない苦しい今年度の仕事
というものをうまくやっていくということに格段のご努
力をお願いいたしたいと思います。

松川それでば時間もまいり蓑したので，これで座談
会を終りたいと思い薑すが，今回はじめてこういう催し
をもった所が，関係各方面の非常な激励のお言葉をいた
だいてまことに光栄腱存じている次第であり童す。伝統
の長い国有林事業の第一線におられる皆さん方，特に各
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第75冊保坂秀明著
第13輯東大教授・農博中村賢太郎著 ＝

造林学入門 ； 木材糖化工業
第76冊加藤誠平著

（植林の手引）鑛禦鯛（会員55円） 畠’ 林業機械化の動向
；

第77冊縄田茂ほか箸：

、へ~--へヘヘー林業普及シリーズ｡､今~､へ~､ヘハ
‘ 林業名著解題（2）

No_40 加藤誠平著

第78冊渡辺啓吾著運材用索道主索の設計と検定
苗畑における推計学価100円（会員90円）〒8円
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いずれも価40円〒8円

第76冊以降価50円〒8円
No.41 上田弘一郎著

竹林の仕立方
価90円（会員80円）〒8円

No.坐 渡辺寅仲著

たんにんあかしや
価70円（会員60円）〒8円
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